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（公財）世界人権問題研究センター



1　内　容

いきいき市民活動センターは、市民公益活動はもとより、サークル活動など市民活動を幅広く支援
していくため、既設の「市民活動総合センター」を補完し、市民がいきいきと活動できる場所と機会
を提供する施設です。
また、市民活動総合センターのブランチ的な機能を有しつつも、それぞれが独立した公の施設とし

て、地域や利用者との「交流」、「協働」を通じ、それぞれが特色ある施設へと「進化」していく在り
方を目指していきます。

2　場　所

施　設　名 問合せ先
京都市北いきいき市民活動センター 京都市北区紫野北花ノ坊町 18 番地 492-7320
京都市岡崎いきいき市民活動センター 京都市左京区岡崎最勝寺町 2番地 761-4484
京都市左京東部いきいき市民活動センター 京都市左京区鹿ケ谷高岸町 3番地の 2 761-1385
京都市左京西部いきいき市民活動センター 京都市左京区田中玄京町 149 番地 791-1836
京都市中京いきいき市民活動センター 京都市中京区西ノ京新建町 3番地 802-1301
京都市東山いきいき市民活動センター 京都市東山区花見小路通古門前上る巽町 450 番地 541-5151
京都市下京いきいき市民活動センター 京都市下京区上之町 38 番地 371-8220
京都市吉祥院いきいき市民活動センター 京都市南区吉祥院砂ノ町 47 番地 691-7561
京都市上鳥羽北部いきいき市民活動センター 京都市南区上鳥羽南唐戸町 62 番地の 2 691-9098
京都市上鳥羽南部いきいき市民活動センター 京都市南区上鳥羽山ノ本町 60 番地 672-3521
京都市久世いきいき市民活動センター 京都市南区久世大築町 54 番地の 1 921-0030
京都市醍醐いきいき市民活動センター 京都市伏見区醍醐外山街道町 21 番地の 21 571-0035
京都市伏見いきいき市民活動センター 京都市伏見区深草加賀屋敷町 6番地の 2 646-4274

3　休所日及び開所時間

休所日 開所時間

本館 毎週火曜日及び年末年始 10 時～ 21 時
（日曜日のみ 10 時～ 17 時）

高齢者ふれあいサロン 毎週日曜日、火曜日及び年末年始 10 時～ 16 時 30 分
※　年末年始は、1月 1日～ 1月 4日及び 12 月 29 日～ 31 日です。

4　貸館の使用料

施設 料金
会議室、和室、音楽室 1時間 100 円
集会室 1時間 200 円
多目的ホール、料理室 1時間 500 円
※　いきいき市民活動センターによって、
　　使用できる施設は異なります。

5　受付方法等

使用を希望されるいきいき市民活動センターへ来館し、使用許可申請書に必要事項を記載のうえ提
出していただきます。
また、受付開始日は、使用する日の属する月の 3箇月前の月の初日からとなります。

京都市いきいき市民活動センター京都市いきいき市民活動センター

集会室集会室

和室和室
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『
古
事
記
』
の
「
序
」
に
よ
れ
ば
、『
古
事
記
』
は
天
武
天
皇
が

国
家
の
根
本
と
、
天
皇
徳
化
の
基
礎
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、

諸
家
の
持
っ
て
い
る
「
帝
紀
」（
皇
統
譜
を
中
心
と
す
る
）・「
旧
辞
」

（
先
代
旧
辞
・
各
氏
族
の
伝
承
を
中
心
と
す
る
）
を
「
削
偽
定
実
」

し
、
舎と

ね
り人
稗
田
阿
礼
に
「
勅
語
」
し
て
「
誦よ

み
習
は
し
め
」
た
の

に
は
じ
ま
る
。

そ
れ
を
う
け
て
元
明
天
皇
が
和
銅
四
年
（
七
一
一
）
九
月
十
八

日
、正
五
位
勲
五
等
の
太
安
萬
侶
に
そ
の「
勅
語
」の「
帝
紀
」・「
旧

辞
」
を
筆
録
せ
し
め
、
和
銅
五
年
（
七
一
二
）
の
正
月
廿
八
日
に

「
献
上
」
さ
れ
た
の
が
『
古
事
記
』
三
巻
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
本
年
は
『
古
事
記
』
成
書
化
か
ら
数
え
て
意
義
深

い
千
三
百
年
と
な
る
。
古
事
記
学
会
で
は
そ
の
千
三
百
年
を
記
念

す
る
大
会
を
六
月
十
六
日
・
十
七
日
に
奈
良
県
新
公
会
堂
で
開
催

し
、
私
は
そ
の
公
開
講
演
『
古
事
記
成
書
化
の
歴
史
的
意
義
に
つ

い
て
』
を
行
な
っ
た
。

学
界
で
は
ほ
と
ん
ど
注
意
さ
れ
て
い
な
い
が
、
養
老
四
年

（
七
二
〇
）
五
月
二
十
一
日
に
「
奏
上
」
さ
れ
た
『
日
本
書
紀
』

三
十
巻
と
『
古
事
記
』
と
の
渡
来
伝
来
の
間
に
は
、
大
き
な
違
い

が
あ
る
。

ま
ず
第
一
に
『
古
事
記
』
で
は
朝
鮮
半
島
か
ら
の
渡
来
の
人
び

と
に
対
し
て
、「
帰
化
」
と
か
「
投
化
」
な
ど
の
用
語
は
一
切
使
っ

て
い
な
い
。「
参
渡
来
」
あ
る
い
は
「
渡
来
」
と
表
記
す
る
。
と

こ
ろ
が
『
日
本
書
紀
』
に
「
帰
化
」
の
用
例
は
12
例
、「
化
帰
」

が
１
例
で
、中
華
の
人
と
す
る
中
国
人
へ
の
用
例
は
１
例
も
な
く
、

そ
の
10
例
が
高
句
麗
・
新
羅
・
百
済
・
加
耶
の
人
び
と
で
あ
り
、

２
例
が
掖
玖
（
屋
久
島
）
人
、
残
り
の
１
例
は
「
海
外
ま
で
も
、

帰
化
」
と
す
る
抽
象
的
用
語
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
『
日
本
書
紀
』

は
「
投
化
」・「
来
帰
」・「
化
来
」
な
ど
の
用
語
も
使
っ
て
い
る
。

◆
歴
史
随
想
―
66

『
古
事
記
』
の
渡
来
伝
承

研
究
セ
ン
タ
ー
理
事
長

京
都
大
学
名
誉
教
授

上
田　

正
昭
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そ
も
そ
も
「
帰
化
」
の
用
語
は
中
華
思
想
の
産
物
で
あ
っ
て
、

東
夷
・
北
狄
・
南
蛮
・
西
戎
と
よ
ぶ
夷
狄
の
人
び
と
が
、
中
華
の

皇
帝
に
「
内
帰4

欣
化4

」
す
る
こ
と
を
意
味
し
た
。
し
た
が
っ
て
中

国
の
古
典
に
は
「
帰
化
慕
義
」
な
ど
の
語
が
し
ば
し
ば
み
え
る
。

わ
が
国
の
古
代
法
で
代
表
的
な
大
宝
元
年
（
七
〇
一
）
に
完
成
し

翌
年
か
ら
実
施
さ
れ
た
「
大
宝
令
」
に
は
、「
隣
国
」・「
蕃
国
」

の
用
語
が
あ
り
、日
本
の
国
内
に
も
毛
人
（
蝦
夷
）・
肥
人
（
熊
襲
）・

阿あ

麻ま

弥み

人び
と（
奄
美
人
）ら
の
類
を「
夷
狄
」と
設
定
し
て
い
た
。「
大

宝
令
」の
注
釈
書
で
あ
る『
古
記
』が
明
確
に「
隣
国
は
大
唐
」、「
蕃

国
は
新
羅
」
と
書
い
て
い
る
と
お
り
、
隣
国
は
朝
鮮
半
島
の
国
で

は
な
く
（「
大
宝
令
」
段
階
で
は
統
一
新
羅
）、
大
唐
と
す
る
中
国

で
あ
っ
て
、
渤
海
も
「
蕃
国
」
で
あ
っ
た
。

『
古
事
記
』
に
は
「
蕃
国
」
と
い
う
用
語
は
な
く
、
日
本
版
中

華
思
想
は
全
く
み
ら
れ
な
い
。
と
こ
ろ
が
『
日
本
書
紀
』
で
は
百

済
か
ら
伝
来
し
た
仏
を「
蕃
神
」と
書
き
、わ
が
国
み
ず
か
ら
を「
中

国
」と
表
現
す
る
よ
う
な
日
本
版
中
華
思
想
が
具
体
化
し
て
い
る
。

『
古
事
記
』
は
フ
ル
コ
ト
ノ
フ
ミ
で
あ
り
、
漢
文
式
和
文
体
で

あ
っ
て
、
上
巻
を
「
神
代
の
巻
」
と
し
、
中
巻
を
神
武
天
皇
か
ら

應
神
天
皇
ま
で
、
下
巻
を
仁
徳
天
皇
か
ら
推
古
天
皇
ま
で
と
す
る

天
皇
の
御
世
を
中
心
に
し
て
編
年
体
は
と
ら
な
い
。
し
か
も
古
き

世
を
重
視
し
て
、
仁
賢
天
皇
以
後
は
天
皇
（
大
王
）
の
系
譜
が
中

心
と
な
り
、
わ
ず
か
に
継
体
天
皇
の
条
に
筑
紫
の
磐
井
の
乱
を
簡

単
に
書
く
だ
け
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
『
日
本
書
紀
』
は
漢
籍
の
表
現
を
し
ば
し
ば
借

用
し
て
形
容
し
、
巻
第
一
と
巻
第
二
を
「
神
代
の
巻
」
と
し
な
が

ら
も
、
巻
第
三
以
後
巻
第
三
十
ま
で
を
神
武
天
皇
か
ら
持
統
天
皇

ま
で
を
編
年
体
の
漢
文
で
記
述
し
、雄
略
天
皇
以
後
を
詳
記
す
る
。

外
交
記
事
も
き
わ
め
て
多
く
な
り
、
巻
第
二
十
八
は
壬
申
の
乱
を

中
心
に
記
載
す
る
。『
日
本
書
紀
』
は
近
き
世
に
重
点
を
お
い
て

い
る
と
い
っ
て
よ
い
。

し
た
が
っ
て
『
古
事
記
』
に
は
百
済
・
新
羅
・
加
耶
の
人
び
と

の
渡
来
伝
承
は
あ
っ
て
も
、高
句
麗
使
の
渡
来
伝
承
は
み
え
な
い
。

高
句
麗
使
渡
来
の
確
実
な
初
見
は
欽
明
天
皇
三
十
一
年（
五
七
〇
）

だ
か
ら
古
き
世
に
重
点
を
お
い
て
い
る
『
古
事
記
』
で
は
当
然
と

い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

『
古
事
記
』
の
渡
来
伝
承
が
應
神
朝
に
６
例
も
集
中
し
て
い
る

の
は
、
渡
来
の
ピ
ー
ク
を
應
神
朝
と
し
た
『
古
事
記
』
の
姿
勢
を

暗
示
す
る
。
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野
宿
者
＝
ホ
ー
ム
レ
ス
問
題
は
先
進
国
共
通
の
非
常
に
深
刻
な

問
題
だ
。
日
本
で
は
、
現
代
的
な
野
宿
問
題
は
一
九
七
〇
年
代
の

オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
後
に
発
生
し
た
。
当
時
、
野
宿
者
の
ほ
ぼ
す
べ

て
が
「
究
極
の
不
安
定
雇
用
」
と
言
う
べ
き
日
雇
労
働
者
だ
っ
た

が
、
一
九
九
八
年
の
不
況
以
降
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
職
種
の
人
々
が
野
宿
に
な
り
、
野
宿
問
題
が
全
国
で
一
般
化
し

た
。野
宿
者
数
は
お
そ
ら
く
二
〇
〇
三
年
前
後
に
ピ
ー
ク
に
達
し
、

全
国
で
三
〜
四
万
人
、
最
も
集
中
す
る
大
阪
市
は
一
万
五
〇
〇
〇

人
が
野
宿
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
時
期
、
野
宿
に
な
っ
た
人
々
の
多
く
は
「
失
業
」
に
よ
っ

て
野
宿
に
な
っ
て
い
た
。
世
間
で
は
「
気
楽
だ
か
ら
野
宿
を
し
て

い
る
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、現
実
に
は
多
く
の
人
が
「
失

業
」
↓
「
貧
困
」
↓
「
野
宿
」
と
い
う
パ
タ
ー
ン
を
た
ど
っ
て
い

る
。
そ
も
そ
も
、
野
宿
者
の
多
く
は
一
個
一
〜
二
円
の
ア
ル
ミ
缶

集
め
（
京
都
市
な
ど
幾
つ
か
の
自
治
体
が
禁
止
条
例
を
作
っ
て
い

る
）
や
、
拾
っ
た
雑
誌
な
ど
物
品
の
路
上
販
売
（
大
阪
市
な
ど
は

厳
し
く
取
り
締
ま
り
を
し
て
い
る
）
な
ど
、
平
均
月
収
一
万
〜

三
万
、
時
給
で
は
一
〇
〇
円
程
度
の
仕
事
を
行
な
っ
て
い
る
。
い

わ
ば
「
究
極
の
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
」
状
態
で
、「
気
楽
」
ど
こ
ろ
か
、

多
く
の
野
宿
者
が
過
酷
な
「
低
賃
金
重
労
働
」
の
生
活
を
送
っ
て

い
る
。

そ
の
後
、
と
く
に
「
年
越
し
派
遣
村
」
後
、「
稼
働
年
齢
層
で

も
困
窮
し
て
い
れ
ば
生
活
保
護
を
受
け
ら
れ
る
」
と
い
う
厚
生
労

働
省
の
通
達
が
あ
り
、
生
活
保
護
を
受
け
て
野
宿
を
脱
す
る
人
が

一
気
に
増
え
た
。
ぼ
く
が
所
属
す
る
野
宿
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
大

阪
市
南
部
の
繁
華
街
で
「
夜
ま
わ
り
」
活
動
を
一
〇
数
年
行
な
っ

て
い
る
が
、
こ
の
五
年
で
野
宿
者
数
は
七
分
の
一
に
な
っ
て
い

る
（
五
年
前
の
五
月
一
九
日
で
三
七
七
人
、
今
年
の
同
日
で
五
四

人
）。
そ
し
て
、
全
国
の
野
宿
者
数
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
省
が

「
二
〇
一
二
年
一
月
で
九
五
七
六
人
」
と
発
表
し
た
。
実
数
は
こ

う
し
た
調
査
の
だ
い
た
い
一
・
五
倍
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
全
国

で
一
万
五
〇
〇
〇
人
ぐ
ら
い
な
の
だ
ろ
う
。

近
年
の
傾
向
は
、
女
性
や
若
者
の
野
宿
の
増
加
で
あ
る
。
女
性

野
宿
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表

　
　

生
田　

武
志

野

宿

者

の

人

権

― 
夜
回
り
活
動
を
通
じ
て 

―
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の
場
合
、「
失
業
」
と
同
時
に
「
Ｄ
Ｖ
」
に
よ
る
野
宿
が
多
く
見

ら
れ
、
全
国
の
野
宿
者
の
う
ち
の
七
％
程
度
が
女
性
だ
と
考
え
ら

れ
る
。
ま
た
、
若
者
の
野
宿
は
増
え
続
け
、
幾
つ
か
の
調
査
か
ら
、

新
た
に
野
宿
に
な
る
人
の
三
割
程
度
が
三
〇
代
以
下
と
さ
れ
て
い

る
。
野
宿
に
な
る
若
者
の
多
く
に
は
、「
派
遣
な
ど
不
安
定
な
雇

用
」
あ
る
い
は
「
家
族
に
頼
る
事
が
で
き
な
い
」
と
い
う
背
景
が

あ
る
。
特
に
、
虐
待
経
験
の
あ
る
若
者
は
、
困
窮
し
て
も
実
家
に

帰
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
ま
ま
野
宿
に
な
っ
て
し
ま
う
傾
向
が

あ
る
。

夜
ま
わ
り
な
ど
で
野
宿
の
現
場
を
回
っ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
出

会
う
問
題
は
大
き
く
三
つ
あ
る
。「
襲
撃
」「
排
除
」「
健
康
」で
あ
る
。

こ
こ
で
は
「
襲
撃
」
に
つ
い
て
触
れ
る
。
野
宿
者
に
対
す
る
襲
撃

事
件
は
一
九
七
〇
年
代
か
ら
途
絶
え
る
こ
と
な
く
続
い
て
い
る
。

今
年
二
月
、
東
京
駅
近
く
で
寝
て
い
た
六
〇
代
の
女
性
が
火
を
つ

け
ら
れ
、下
半
身
や
手
を
や
け
ど
す
る
重
傷
を
負
っ
た
。
そ
の
後
、

一
八
歳
の
若
者
が
容
疑
者
と
し
て
見
つ
か
り
、「
火
が
つ
い
て
慌

て
る
姿
を
見
る
の
が
楽
し
か
っ
た
」
と
供
述
し
た
。
ま
た
、
神
戸

市
で
は
今
年
に
入
っ
て
中
突
堤
中
央
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
襲
撃
が
頻
発

し
、
五
月
に
な
っ
て
、
六
四
歳
の
野
宿
者
が
男
三
人
に
因
縁
を
つ

け
ら
れ
、
逃
げ
よ
う
と
し
た
際
に
階
段
か
ら
転
落
し
た
と
こ
ろ
を

囲
ま
れ
て
襲
わ
れ
、
あ
ば
ら
骨
を
折
る
な
ど
重
傷
を
負
わ
さ
れ
る

事
件
が
起
き
た
。
野
宿
者
襲
撃
は
、
主
に
一
〇
代
の
若
者
た
ち
が

行
な
う
事
が
知
ら
れ
て
い
る
。
全
国
で
、
若
者
に
よ
る
「
貧
困
者

に
対
す
る
リ
ン
チ（
ヘ
イ
ト
ク
ラ
イ
ム
）」が
多
発
し
て
い
る
の
だ
。

ぼ
く
が
代
表
理
事
の
一
人
で
あ
る
「
ホ
ー
ム
レ
ス
問
題
の
授
業
づ

く
り
全
国
ネ
ッ
ト
」
な
ど
が
学
校
で
の
「
野
宿
問
題
の
授
業
」
を

行
な
い
、
教
材
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
作
成
す
る
な
ど
の
対
策
を
続
け
て
い
る

が
、
襲
撃
問
題
が
解
決
す
る
見
通
し
は
つ
か
な
い
。

野
宿
者
数
は
こ
の
数
年
減
り
続
け
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
野
宿

を
し
て
い
る
人
た
ち
の
多
く
は
、「
統
合
失
調
や
鬱
な
ど
で
ア
パ
ー

ト
に
入
る
手
続
き
す
ら
難
し
い
」「
家
族
と
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
り
、

生
活
保
護
で
の
扶
養
照
会
が
難
し
い
」「
何
度
か
生
活
保
護
を
受

け
た
が
、さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
ア
パ
ー
ト
を
維
持
で
き
な
い
」「
借

金
を
抱
え
て
い
て
、
ア
パ
ー
ト
に
入
る
と
貸
し
金
業
者
が
追
い
か

け
て
く
る
」な
ど
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
。「
生
活
保
護
を
受
け
る

よ
り
、空
き
缶
を
集
め
て
自
力
で
生
き
て
い
き
た
い
」と
い
う
人
も

多
く
い
る
。夜
ま
わ
り
な
ど
の
支
援
活
動
で
は
、一
人
一
人
と
会
話

を
重
ね
、そ
の
人

に
あ
っ
た
解
決
策

を
共
に
考
え
、病

院
や
役
所
な
ど
に

同
行
す
る
と
い
う

活
動
を
続
け
て
い

る
状
態
に
あ
る
。

夜回り　心斎橋
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わ
た
く
し
が
世
界
人
権
問
題
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

人
権
ガ
イ
ド
を
始
め
た
の
は
２
０
１
０
年
４
月
か
ら
で
す
。
ガ
イ

ド
と
し
て
独
り
立
ち
す
る
ま
で
に
は
、
研
修
と
し
て
先
輩
ガ
イ
ド

が
実
際
に
担
当
さ
れ
る
現
地
の
案
内
に
同
行
し
て
諸
々
を
学
び
、

ま
た
「
人
権
ゆ
か
り
の
地
」
で
わ
た
く
し
が
実
際
に
説
明
を
行
っ

て
、
専
任
研
究
員
や
事
務
局
の
方
々
の
評
価
を
受
け
た
り
、「
人

権
ゆ
か
り
の
地
」
を
人
権
の
視
点
で
と
ら
え
た
レ
ポ
ー
ト
を
提
出

し
た
り
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
最
後
に
研
究
セ
ン
タ
ー
の
所
長
・

研
究
部
長
・
事
務
局
長
に
よ
る
面
接
を
受
け
て
正
式
に
ガ
イ
ド
に

就
任
し
ま
し
た
。

実
際
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
人
権
ガ
イ
ド
と
し
て
ご
案
内
を
始
め
た

の
は
、
２
０
１
０
年
６
月
か
ら
で
す
。
２
０
１
０
年
度
は
13
グ

ル
ー
プ
、
２
８
５
名
の
方
々
を
、
２
０
１
１
年
度
に
は
11
グ
ル
ー

プ
の
２
０
５
名
の
方
々
を
ご
案
内
い
た
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
行

政
の
人
権
啓
発
の
担
当
者
、
小
・
中
・
高
校
の
先
生
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

企
業
の
人
権
教
育
の
担
当
者
、
小
・
中
学
生
な
ど
様
々
で
す
が
、

市
町
村
の
学
区
や
企
業
に
お
い
て
人
権
啓
発
に
取
り
組
ま
れ
て
い

る
リ
ー
ダ
ー
の
方
が
多
い
よ
う
で
す
。

こ
れ
ま
で
に
ご
案
内
し
た
「
人
権
ゆ
か
り
の
地
」
は
、「
柳
原

銀
行
記
念
資
料
館
」「
耳
塚
」「
全
国
水
平
社
創
立
の
地
」「
ツ
ラ
ッ

テ
ィ
千
本
」「
八
坂
神
社
」「
清
水
寺
」「
龍
安
寺
」「
銀
閣
寺
」「
金

閣
寺
」「
北
野
天
満
宮
」「
尹
東
柱
詩
碑
」「
広
隆
寺
」「
葛
野
大
堰
」

「
松
尾
大
社
」「
坂
本
龍
馬
と
中

岡
慎
太
郎
の
像
」
な
ど
で
、
な

か
で
も
見
学
の
要
望
が
多
い
の

が
「
耳
塚
」「
全
国
水
平
社
創

立
の
地
」「
龍
安
寺
」
で
す
。

こ
の
う
ち
「
耳
塚
」
で
は
、

文
禄
・
慶
長
の
役
に
お
い
て
豊

臣
秀
吉
や
そ
の
部
下
た
ち
が

行
っ
た
朝
鮮
半
島
へ
の
理
由
な

き
侵
略
と
残
虐
な
行
為
の
実
態

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
人
権
ガ
イ
ド

（
六
期
生　

二
〇
一
〇
年
度
ガ
イ
ド
登
録
）

　
　

一
坪　

博
美

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
人
権
ガ
イ
ド
の
紹
介

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
人
権
ガ
イ
ド
の
紹
介



7

GLOBE No. 70  2012  summer

や
、
数
万
人
に
及
ぶ
と
い
わ
れ
る
捕
虜
と
し
て
連
行
さ
れ
た
人
々

の
そ
の
後
、
ま
た
朝
鮮
通
信
使
な
ど
徳
川
時
代
の
朝
鮮
国
と
の
関

係
を
中
心
に
説
明
し
て
い
ま
す
。

「
全
国
水
平
社
創
立
の
地
」
で
は
、
１
９
２
２
年
３
月
３
日
に
こ

の
地
で
開
催
さ
れ
た
全
国
水
平
社
創
立
大
会
に
お
い
て
、
長
年
に
亘

る
差
別
と
迫
害
か
ら
立
ち
上
が
っ
て
「
人
の
世
に
熱
あ
れ
、
人
間

に
光
あ
れ
」
と
宣
言
し
、「
吾
等
は
人
間
性
の
原
理
に
覚
醒
し
人
類

最
高
の
完
成
に
向
つ
て
突
進
す
」
と
決
意
を
述
べ
た
被
差
別
部
落
の

人
々
の
、
壮
大
な
闘
い
へ
の
出
発
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
ま
す
。

ま
た
世
界
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
て
い
る
「
龍
安
寺
」
で
は
、
中

世
に
「
山
水
河
原
者
」
と
呼
ば
れ
た
人
々
が
、
厳
し
い
差
別
を
受

け
な
が
ら
も
芸
術
的
な
枯
山
水

の
庭
園
を
作
り
上
げ
た
こ
と
な

ど
を
お
話
し
し
て
い
ま
す
。

「
人
権
ゆ
か
り
の
地
」
を
ご

案
内
す
る
際
に
は
、
世
界
人
権

問
題
研
究
セ
ン
タ
ー
編
『
京
都

人
権
歴
史
紀
行
』（
人
文
書
院
、

１
９
９
８
）
を
は
じ
め
、「
講

座
・
人
権
ゆ
か
り
の
地
を
た
ず

ね
て
」
の
講
演
録
や
、「
人
権

問
題
研
究
叢
書
」
シ
リ
ー
ズ
、
季
刊
で
発
行
さ
れ
て
い
る
『
Ｇ
Ｌ

Ｏ
Ｂ
Ｅ
』
な
ど
の
刊
行
物
や
、
研
究
セ
ン
タ
ー
が
独
自
に
作
成
し

て
い
る
資
料
類
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

『
二
〇
一
〇
年
度
講
演
録 

講
座
・
人
権
ゆ
か
り
の
地
を
た
ず
ね

て
』（
人
権
問
題
研
究
叢
書
４
、２
０
１
２
）
に
収
録
さ
れ
た
上
田

正
昭
先
生
の
講
演
「
京
都
の
な
か
の
朝
鮮
文
化
（
一
）
―
秦
氏
ゆ

か
り
の
史
跡
―
」
で
は
、
古
代
に
お
け
る
渡
来
人
、
特
に
秦
氏
の

活
躍
を
大
変
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
上
田
先
生
は

「
京
都
の
な
か
の
朝
鮮
文
化
を
考
え
る
と
い
う
の
は
、
ま
さ
に
民
衆

と
民
衆
の
交
わ
り
の
民
際
の
歴
史
か
ら
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

そ
の
こ
と
が
民
族
際
に
寄
与
し
、
国
際
に
寄
与
す
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
」（
２
３
１
頁
）と
話
さ
れ
て
い
ま
す
。「
人
権
ゆ
か
り
の
地
」

を
ご
案
内
す
る
際
に
は
、
わ
た
く
し
も
ま
た
そ
う
し
た
「
民
際
」

に
寄
与
す
る
立
場
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
て
取
り
組
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

わ
た
く
し
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
人
権
ガ
イ
ド
と
し
て
歴
史
的
な
事

実
を
正
確
に
学
び
、
人
権
意
識
の
啓
発
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
参
加
さ
れ
る
方
々
に
正
確
に
お
伝
え
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
研
究
セ
ン
タ
ー
が
発
信
す
る
研
究
成
果

を
正
し
く
理
解
し
て
、
で
き
る
だ
け
自
分
の
言
葉
に
し
て
語
り
か

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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ア
ウ
ン
・
サ
ン
が
独
立
後
の
ビ
ル
マ
統
治
に
携
わ
っ
て
い
た

ら
、
か
れ
は
ビ
ル
マ
を
ど
の
よ
う
な
方
向
へ
導
い
た
か
、
か
れ
の

暗
殺
後
は
知
る
由
も
あ
り
ま
せ
ん
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
暗
殺
の
翌

一
九
四
八
年
一
月
四
日
、
ビ
ル
マ
は
連
邦
共
和
国
と
し
て
独
立
し

ま
し
た
。
し
か
し
独
立
の
直
後
か
ら
、
ビ
ル
マ
は
国
家
崩
壊
の
危

機
に
直
面
し
た
の
で
す
。

ま
ず
同
年
三
月
に
は
、
コ
ミ
ン
フ
ォ
ル
ム
（
共
産
党
お
よ
び
労
働

者
党
情
報
局
）
の
闘
争
路
線
を
反
映
し
て
、
ビ
ル
マ
共
産
党
が
武
装

蜂
起
し
ま
し
た
。
ま
た
同
年
八
月
に
は
、
左
派
の
人
民
義
勇
軍
が
反

政
府
活
動
に
走
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
翌
四
九
年
一
月
に
は
、
少
数
民

族
の
中
で
最
多
数
を
占
め
る
カ
レ
ン
族
が
イ
ラ
ワ
ジ
・
デ
ル
タ
や
半

島
部
南
端
で
蜂
起
し
、
正
規
軍
か
ら
も
カ
レ
ン
族
三
個
大
隊
が
叛
徒

側
に
寝
返
り
、
か
つ
て
ビ
ル
マ
族
の
王
朝
が
在
っ
た
タ
ウ
ン
グ
ー
に

臨
時
政
府
を
樹
立
し
て
、
カ
レ
ン
国
の
独
立
を
宣
言
し
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
反
乱
軍
に
対
し
て
、
ネ
ー
ウ
ィ
ン
司
令
官
の
も
と
に
ビ
ル
マ

政
府
正
規
軍
は
兵
員
を
強
化
し
て
事
態
の
収
拾
に
努
め
、
一
九
五
二

年
以
降
、
反
乱
活
動
は
徐
々
に
沈
静
化
し
て
い
き
ま
し
た
。

他
方
、
ア
ウ
ン
・
サ
ン
が
つ
と
に
抗
日
戦
線
と
し
て
組
織
し
た

「
反
フ
ァ
シ
ス
ト
人
民
自
由
連
盟
」
は
万
年
与
党
の
座
に
安
住
し

て
腐
敗
し
、こ
れ
に
対
す
る
国
民
の
不
満
は
鬱
積
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
与
党
内
部
の
指
導
権
争
い
が
激
化
し
て
、
一
九
五
八
年
六

月
、党
が
分
裂
し
た
た
め
、軍
の
参
謀
総
長
職
に
就
い
て
い
た
ネ
ー

ウ
ィ
ン
が
担
ぎ
出
さ
れ
、
選
挙
管
理
内
閣
が
組
織
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
六
〇
年
二
月
、こ
の
組
織
の
も
と
で
総
選
挙
が
実
施
さ
れ
、

反
フ
ァ
シ
ス
ト
人
民
自
由
連
盟
は
惨
敗
し
、ウ
・
ヌ
ー
の
率
い
る

連
邦
党
が
圧
勝
し
て
、
ウ
・
ヌ
ー
内
閣
が
再
度
登
場
し
ま
し
た
。

し
か
し
、政
情
は
安
定
せ
ず
、カ
レ
ン
族
に
次
い
で
数
の
多
い
シ
ャ

シ
リ
ー
ズ　

国
際
人
権
・
随
想
38

ア
ジ
ア
諸
国
と
人
権
（
そ
の
三
〇
）

研
究
セ
ン
タ
ー
所
長

京
都
大
学
名
誉
教
授

　
　

安
藤　

仁
介
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ン
族
の
あ
い
だ
か
ら
連
邦
離
脱
の
動
き
が
起
こ
り
、
北
部
に
住
む

カ
チ
ン
族
の
過
激
派
も
独
立
を
求
め
て
蜂
起
し
た
の
で
す
。

こ
う
し
た
状
況
下
、
一
九
六
二
年
三
月
、
ネ
ー
ウ
ィ
ン
は
ク
ー

デ
タ
ー
に
訴
え
、
政
治
家
を
逮
捕
、
憲
法
を
停
止
、
国
会
を
解
散

し
て
、
革
命
評
議
会
を
設
置
し
自
ら
議
長
と
な
り
ま
し
た
。
革
命

評
議
会
は
、
一
六
名
の
高
級
将
校
か
ら
成
り
、
議
会
制
民
主
主
義

を
否
定
し
て
社
会
民
主
主
義
国
家
の
建
設
を
目
指
し
、
全
生
産
資

本
を
国
有
化
す
る
と
と
も
に
、
農
民
評
議
会
や
労
働
者
評
議
会
を

と
お
し
て
国
民
の
組
織
化
を
進
め
ま
し
た
。
ま
た
、
中
央
か
ら
地

方
の
末
端
に
至
る
ま
で
、
す
べ
て
の
行
政
機
関
に
軍
人
を
配
置
し

ま
し
た
。
そ
し
て
一
九
七
一
年
に
は
新
憲
法
起
草
委
員
会
が
発
足

し
、
各
地
で
公
聴
会
を
重
ね
て
練
り
上
げ
ら
れ
た
憲
法
草
案
が

七
三
年
一
二
月
に
国
民
投
票
に
付
さ
れ
、
九
割
強
の
支
持
を
得
て

採
択
さ
れ
ま
し
た
。
翌
七
四
年
一
月
に
は
、
新
憲
法
に
基
づ
く
人

民
議
会
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
議
会
の
成
立
を
受
け
て
革
命
評
議
会

は
解
散
さ
れ
、
軍
籍
を
離
れ
た
ネ
ー
ウ
ィ
ン
が
大
統
領
に
選
出
さ

れ
て
民
政
に
移
行
し
、
国
名
も
ビ
ル
マ
連
邦
社
会
主
義
共
和
国
と

改
め
ら
れ
ま
し
た
。
な
お
、
こ
の
間
、
ウ
・
タ
ン
ト
事
務
総
長
に

象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
国
連
外
交
は
進
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
東
南

ア
ジ
ア
諸
国
連
合
（
ア
セ
ア
ン
）
に
加
盟
し
な
い
な
ど
、
鎖
国
に

近
い
外
交
政
策
が
採
ら
れ
続
け
ま
し
た
。

問
題
は
経
済
で
す
。
繰
り
返
し
指
摘
し
た
と
お
り
、
ビ
ル
マ
は

国
土
も
広
く
鉱
物
を
含
む
天
然
資
源
に
恵
ま
れ
た
国
で
す
。
し
か

し
、
英
国
の
植
民
地
支
配
の
せ
い
も
あ
っ
て
、
米
を
中
心
と
す
る

農
産
物
や
チ
ー
ク
等
良
質
木
材
な
ど
一
次
産
品
の
輸
出
と
工
業
製

品
の
輸
入
が
、
独
立
前
か
ら
の
経
済
パ
タ
ー
ン
で
あ
り
、
こ
れ
は

現
在
に
至
る
ま
で
基
本
的
に
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
も
、
社

会
主
義
国
家
を
目
指
し
て
金
融
・
流
通
を
含
む
全
生
産
資
本
を
国

有
化
し
、
そ
れ
を
国
営
企
業
や
政
府
・
軍
と
近
い
特
定
業
者
の
運

用
に
委
ね
る
た
め
、
効
率
が
低
く
腐
敗
し
易
い
体
質
に
陥
り
、
そ

こ
か
ら
挙
が
る
わ
ず
か
な
利
益
も
、
関
係
者
の
懐
に
入
る
仕
組

み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
事
態
に
対
す
る
一
般
国
民
の

不
満
が
、
一
九
八
八
年
の
全
国
的
な
ゼ
ネ
ス
ト
を
引
き
起
こ
し
、

一
九
九
〇
年
の
総
選
挙
で
ア
ウ
ン
・
サ
ン
・
ス
ー
・
チ
ー
の
率
い

る
「
国
民
民
主
同
盟
」
の
全
面
的
な
勝
利
に
繋
が
っ
た
こ
と
は
、

す
で
に
見
た
と
こ
ろ
で
す
。
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二
〇
〇
九
年
か
ら
一
一
年
ま
で
自
由
権
規
約
委
員
会
委
員
長
を

務
め
た
。
委
員
長
と
し
て
の
苦
労
の
一
端
は
『
国
際
人
権
』
二
二

号
や
『
書
斎
の
窓
』
六
〇
五
号
に
書
い
た
が
、
本
稿
で
は
前
稿
に

書
け
な
か
っ
た
こ
と
を
書
き
留
め
る
こ
と
に
す
る
。

二
〇
一
〇
年
三
月
の
会
期
は
私
に
と
っ
て
辛
い
会
期
だ
っ
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
四
週
間
の
出
張
が
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、
母
が

重
篤
な
状
態
だ
っ
た
か
ら
だ
。
出
発
前
に
今
生
の
別
れ
に
な
る
こ

と
を
覚
悟
し
て
会
い
に
行
き
、
後
ろ
髪
を
引
か
れ
る
思
い
で
旅

立
っ
た
。
旧
い
友
人
で
あ
る
事
務
局
長
に
「
無
理
し
て
来
る
こ
と

は
な
か
っ
た
の
に
」
と
言
わ
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
委
員
長
と
し

て
の
責
任
が
あ
る
の
で
出
席
を
取
り
止
め
る
こ
と
は
考
え
な
か
っ

た
。結
局
、母
は
二
週
間
後
に
亡
く
な
り
、副
委
員
長
に
後
を
任
せ

て
急
遽
帰
国
の
途
に
着
い
た
。葬
儀
等
を
終
え
一
週
間
後
に
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
に
舞
い
戻
り
、
最
後
の
一
週
間
は
再
び
委
員
長
を
務
め
た
。

私
が
戻
っ
て
き
た
こ
と
に
驚
い
た
人
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
仕
事

と
家
族
の
捉
え
方
が
日
本
人
と
外
国
人
で
は
違
う
の
も
し
れ
な

い
。戻
っ
た
後
の
会
合
で
定
足
数
を
や
っ
と
み
た
せ
た
時
は
、戻
っ

て
き
て
よ
か
っ
た
と
思
う
と
同
時
に
、
残
念
に
思
っ
た
。

二
〇
一
〇
年
一
〇
月
に
委
員
長
と
し
て
の
最
後
の
会
合
で
退
任

の
挨
拶
を
し
た
と
こ
ろ
、
一
人
の
委
員
が
「
母
を
亡
く
し
た
後
す

ぐ
委
員
会
に
戻
っ
て
く
る
等
の
献
身
に
感
謝
す
る
」
と
労
を
ね
ぎ

ら
う
発
言
を
し
て
く
れ
た
。
母
の
こ
と
に
触
れ
ら
れ
て
、
感
極
ま

り
、
閉
会
を
宣
言
す
る
声
が
少
し
上
ず
っ
て
し
ま
っ
た
。

二
〇
一
〇
年
一
〇
月
の
会
期
は
、
委
員
会
の
一
〇
〇
会
期
に
当

た
っ
た
。
記
念
行
事
と
し
て
一
日
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
う
こ
と
を

考
え
た
。
委
員
会
も
こ
の
ア
イ
デ
ア
を
支
持
し
、
企
画
委
員
会
を

設
置
し
た
。
国
連
の
五
つ
の
地
域
か
ら
五
人
の
委
員
を
任
命
し
た

が
、
結
局
は
委
員
長
の
私
が
事
務
局
長
と
二
人
で
準
備
の
ほ
と
ん

ど
を
行
う
羽
目
に
な
っ
た
。
五
人
の
講
演
者
を
招
聘
す
る
費
用
を

国
連
の
予
算
か
ら
捻
出
し
て
も
ら
い
、
バ
ダ
ン
テ
ー
ル
（
仏
）
元

法
務
大
臣
、
ベ
ジ
ャ
ウ
ィ
（
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
）
元
法
務
大
臣
、
カ

ン
サ
ー
ド
・
ト
リ
ン
ダ
ー
デ（
ブ
ラ
ジ
ル
）国
際
司
法
裁
判
所
判
事
、

リ
ー
デ
ル（
独
）社
会
権
規
約
委
員
、ラ
ム
チ
ャ
ラ
ン（
ガ
イ
ア
ナ
）

研
究
セ
ン
タ
ー
嘱
託
研
究
員

東
京
大
学
法
学
部
教
授

　
　

岩
沢　

雄
司

自
由
権
規
約
委
員
会
委
員
長
と
し
て
・
雑
感
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元
人
権
高
等
弁
務
官
代
理
の
五
人
を
招
い
た
。
全
員
男
性
だ
っ
た

た
め
、女
子
差
別
撤
廃
委
員
会
の
委
員
に
は
不
評
だ
っ
た
と
聞
く
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
バ
ラ
ン
ス
は
確
か
に
欠
い
て
い
る
が
、
多
様
な
要

素
を
考
慮
し
、
紆
余
曲
折
を
経
た
、
苦
心
の
結
果
だ
。
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
テ
ー
マ
は
委
員
会
の
活
動
を
分
析
し
将
来
の
展
望
を
示
す

と
い
う
こ
と
に
し
た
が
、
委
員
会
は
学
者
だ
け
で
な
く
政
治
高
官

も
招
聘
す
べ
き
と
指
示
し
た
。
講
師
の
人
選
・
依
頼
は
実
に
大
変

だ
っ
た
。
準
備
過
程
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
す
べ
て

は
書
け
な
い
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
無
事
成
功
裡
に
終
了
し
た
。
成
果
を
書
籍
に

す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
国
連
の
議
事
要
録
に
記
録
が

残
っ
て
い
る
。
動
画
も
残
し
た
い
と
思
い
、
ス
イ
ス
政
府
に
財
政

支
援
を
要
請
し
、
動
画
収
録
が
実
現
し
た
。
短
く
編
集
し
た
も
の

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
た
。
会
合
の
動
画
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
公
開
し
た
の
は
人
権
条
約
機
関
と
し
て
は
初
め
て
で
、
委
員

会
活
動
の
広
報
に
大
き
な
効
果
が
あ
っ
た
。

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
一
〇
〇
会
期
の
最
終
日
に
行
っ
た
。

委
員
会
は
そ
れ
ま
で
は
、
会
期
最
終
日
は
一
時
間
程
度
の
形
式
的

な
会
合
で
終
え
る
慣
行
だ
っ
た
。
会
議
場
や
通
訳
な
ど
の
資
源
を

有
効
に
活
用
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
私
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
最
終
日
に
行
う
案
を
推
進
し
た
。
慣
行
を
守
る
た
め
に
反
対
し

た
委
員
も
少
な
く
な
か
っ
た
が
、
委
員
会
は
最
終
日
開
催
を
受
け

入
れ
た
。

次
の
一
〇
一
会
期
（
二
〇
一
一
年
三
月
）
は
新
し
い
委
員
長
の

下
で
の
会
期
だ
っ
た
が
、プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
は
私
の
仕
事
だ
っ
た
。

一
〇
〇
会
期
に
先
例
を
作
っ
た
の
で
、
一
〇
一
会
期
も
最
終
日
に

予
定
を
組
み
込
ん
だ
。
そ
の
後
、
新
委
員
長
の
下
で
も
、
最
終
日

に
実
質
的
な
会
合
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
、
委

員
会
の
長
年
の
慣
行
が
変
わ
り
、
委
員
会
の
効
率
を
高
め
る
、
小

さ
な
改
革
が
実
現
し
た
。

委
員
会
は
か
ね
て
よ
り
、
国
連
に
対
し
公
開
会
合
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
中
継
（
ウ
ェ
ブ
キ
ャ
ス
ト
）
す
る
よ
う
求
め
て
き
た
が
、

予
算
が
な
い
と
、に
べ
も
な
く
断
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、

Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
中
継
を
申
し
入
れ
て
き
た
。
委
員
会
は
二
〇
〇
八
年

一
〇
月
に
広
報
戦
略
文
書
を
採
択
し
て
お
り
、
委
員
長
は
そ
の
文

書
に
含
ま
れ
る
提
言
の
実
行
を
求
め
ら
れ
て
い
た
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
申

入
れ
を
承
諾
す
る
こ
と
は
広
報
戦
略
文
書
に
沿
う
も
の
だ
っ
た
。

そ
こ
で
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
に
、
執
行
部
の
決
定
に
よ
っ
て
Ｎ
Ｇ

Ｏ
の
中
継
を
許
可
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
結
果
、
今
や
委
員
会

の
公
開
会
合
は
Ｃ
Ｃ
Ｐ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
サ
イ
ト
を

通
じ
て
中
継
さ
れ
て
い
る
。
委
員
会
の
会
合
が
、
わ
ざ
わ
ざ
現
地

に
行
か
な
く
て
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
な
が
っ
て
さ
え
い
れ

ば
世
界
中
ど
こ
か
ら
で
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
り
、

隔
世
の
感
が
あ
る
。
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日
本
の
巫
女
は
長
ら
く
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
研
究
の
範
疇
で
捉
え

ら
れ
て
き
た
。
巫
女
を
シ
ャ
ー
マ
ン
と
し
て
捉
え
、
そ
こ
か
ら

シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を
分
析
す
る
枠
組
み
を
提
示
し
た
の
は
、
宗
教

学
者
の
堀
一
郎
で
あ
る
。
彼
は
口
寄
せ
す
る
巫
女
を
、「
真
性
巫
」

と「
擬
制
巫
」と
に
仕
分
け
た（
１
）。こ
の
分
類
は
巫
女
と
な
る
過
程（
入

巫
過
程
）
を
基
準
に
し
た
も
の
で
、
前
者
は
精
神
的
苦
悩
や
巫
病

を
克
服
し
た
結
果
、自
然
に
神
霊
と
交
流
す
る
能
力
を
得
た
巫
女
、

後
者
は
訓
練
に
よ
っ
て
そ
の
よ
う
な
能
力
を
習
得
し
た
巫
女
で
あ

る
と
い
う
。

堀
の
ね
ら
い
は
、
世
界
中
に
共
通
し
て
み
ら
れ
る
シ
ャ
ー
マ
ン

の
入
巫
過
程
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
そ
れ
に
適
合
す
る
「
本
物
の

巫
女
／
シ
ャ
ー
マ
ン
」
と
、そ
う
で
な
い
「
偽
物
の
巫
女
／
シ
ャ
ー

マ
ン
」
と
を
峻
別
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
こ
の
時
、
本
物
と
さ
れ

た
の
は
ア
イ
ヌ
民
族
の
「
ツ
ス
」
と
呼
ば
れ
る
シ
ャ
ー
マ
ン
で
、

一
方
、
本
州
各
地
に
分
布
し
た
多
様
な
口
寄
せ
巫
女
は
、
ほ
と
ん

ど
職
業
的
な
「
偽
物
」
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

堀
の
後
に
続
い
た
桜
井
徳
太
郎
も
同
様
で
、
新
た
に
「
本
物
」
と

し
て
沖
縄
の
「
ノ
ロ
」
や
「
ユ
タ
」
の
分
析
が
試
み
ら
れ
た
。
そ
の

後
も
、
新
宗
教
の
教
祖
な
ど
に
「
本
物
」
の
シ
ャ
ー
マ
ン
的
な
要
素

を
見
出
そ
う
と
す
る
研
究
は
続
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
な
ぜ
本

州
の
各
地
に
、
彼
ら
の
言
を
借
り
れ
ば
「
擬
制
的
」
な
口
寄
せ
巫
女

が
多
く
分
布
し
、
江
戸
期
を
ピ
ー
ク
と
し
て
漸
次
消
滅
し
て
い
っ
た

の
か
、
と
い
う
歴
史
的
な
問
題
に
つ
い
て
の
言
及
は
少
な
い
。

私
も
長
ら
く
、
巫
女
を
自
明
的
に
シ
ャ
ー
マ
ン
と
み
な
し
、
江

戸
時
代
に
お
け
る
口
寄
せ
巫
女
（
信
濃
巫
女
）
に
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ

ム
を
見
よ
う
と
し
て
い
た
。
な
に
か
シ
ャ
ー
マ
ン
的
な
要
素
が
あ

る
か
ら
こ
そ
、
彼
女
た
ち
は
口
寄
せ
を
行
な
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
、
と
。
し
か
し
詳
し
く
調
べ
て
み
る
と
、
事
態
は
ま

る
で
反
対
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
江
戸
時
代
に
お
け
る
多
く
の
口
寄

せ
巫
女
た
ち
は
、
巫
女
故
に
口
寄
せ
を
行
な
っ
て
い
る
の
で
は
な

く
、
口
寄
せ
を
行
な
う
が
故
に
巫
女
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

口
寄
せ
を
職
業
、つ
ま
り
生な
り
わ
い業
と
捉
え
る
観
念
は
古
く
か
ら
あ
る
。

例
え
ば
万
里
小
路
時
房
の
『
建
内
記
』
嘉
吉
元
年
（
一
四
四
一
）
七

研
究
セ
ン
タ
ー
嘱
託
研
究
員

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
部

機
関
研
究
員

　
　

中
野　

洋
平

偽
物
の
巫
女
、

偽
物
の
巫
女
、

　

生
業
と
し
て
の
口
寄
せ

　

生
業
と
し
て
の
口
寄
せ

偽
物
の
巫
女
、

偽
物
の
巫
女
、

　

生
業
と
し
て
の
口
寄
せ

　

生
業
と
し
て
の
口
寄
せ
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月
二
六
日
条
に
よ
る
と
、
口
寄
せ
は
、
浄
蔵
貴
僧
が
妻
の
「
渡
世
」

の
た
め
に
教
え
て
か
ら
始
ま
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
浄
蔵
と
は
平

安
中
期
に
活
躍
し
た
天
台
僧
で
、
平
将
門
の
乱
に
際
し
て
調
伏
の
修

法
を
行
な
う
な
ど
、
類
ま
れ
な
る
法
力
を
持
つ
と
評
さ
れ
た
人
物
で

あ
る
。
宇
多
天
皇
の
命
に
よ
り
妻
を
娶
る
が
、
六
六
歳
で
更
な
る
修

行
の
た
め
妻
子
を
捨
て
て
出
奔
し
た
と
い
う
。
口
寄
せ
の
伝
授
は
、

こ
の
と
き
残
さ
れ
る
妻
の
た
め
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

ま
た
時
代
は
か
な
り
下
る
が
、
明
治
二
九
年
（
一
八
九
六
）
の

『
朝
日
の
出
和
歌
神
子
由
来
』
で
は
、「
わ
か
」
と
呼
ば
れ
る
盲
目

の
巫
女
の
誕
生
が
語
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
鎌
倉
時
代
の
こ
と
、
長

者
の
娘
朝
日
は
、
一
六
歳
で
失
明
し
て
し
ま
う
。
そ
の
後
彼
女
は

さ
ま
ざ
ま
な
神
仏
に
祈
り
を
捧
げ
、
つ
い
に
八
幡
権
現
か
ら
十
二

の
巻
物
を
授
け
ら
れ「
座
頭
の
妻
と
て
世
を
渡
る
法
を
弘
む
べ
し
」

と
告
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
朝
日
は
和
歌
神
子
と
名
乗
り
、

様
々
な
教
典
や
祭
文
と
と
も
に
、
口
寄
せ
の
法
を
身
に
付
け
た
の

だ
と
い
う
。

逸
話
の
真
偽
は
別
と
し
て
、
二
つ
の
説
話
か
ら
は
、
口
寄
せ
と

い
う
行
為
が
「
渡
世
」、
す
な
わ
ち
女
性
が
生
き
て
行
く
た
め
の

手
段
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
、と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。

説
話
に
登
場
す
る
女
性
は
、
も
と
も
と
の
巫
女
で
は
な
い
。
夫
の

出
奔
や
失
明
と
い
う
社
会
的
、
身
体
的
危
機
に
際
し
て
、
そ
の
後

を
生
き
抜
く
た
め
の
生
業
と
し
て
口
寄
せ
が
あ
り
、
そ
し
て
巫
女

と
な
る
の
で
あ
る
。

生
業
と
し
て
の
口
寄
せ
が
可
能
で
あ
っ
た
背
景
に
は
、
そ
の
技

法
が
早
い
時
期
か
ら
確
立
し
て
い
た
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
成
田
守

氏
に
よ
れ
ば
、
平
安
時
代
か
ら
現
在
ま
で
、
歴
史
を
通
し
て
口
寄

せ
の
語
り
は
、「
招
霊
へ
の
謝
辞
」「
地
獄
で
の
苦
痛
」「
未
来
へ

の
予
言
」「
供
養
を
願
う
」「
別
離
」
と
い
う
五
つ
の
要
素
が
必
ず

含
ま
れ
る
、
形
式
的
で
類
型
化
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う（
２
）。
こ
の

技
法
が
、「
世
を
渡
る
法
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

よ
う
。
そ
れ
さ
え
習
得
す
れ
ば
、
口
寄
せ
は
誰
で
も
行
な
う
こ
と

が
で
き
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
私
は
、
早
い
時
期
か
ら
生
業
と
し
て
の
口
寄
せ
が

確
立
し
て
い
た
た
め
に
、
日
本
に
は
そ
れ
を
職
と
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
巫
女
が
多
元
的
に
展
開
し
て
い
っ
た
の
だ
、
と
考
え
て
い
る
。

彼
女
た
ち
は
シ
ャ
ー
マ
ン
と
い
っ
た
霊
威
的
次
元
に
あ
る
存
在
で

は
な
く
、
む
し
ろ
口
寄
せ
や
占
い
、
竈
払
い
な
ど
の
諸
祈
祷
を
、

人
々
の
求
め
に
応
じ
て
行
な
う
「
職
人
」
と
い
っ
た
方
が
、
よ
り

実
態
を
捉
え
や
す
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

注（
１
） 
堀
一
郎
『
日
本
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
』
講
談
社
、
一
九
七
一

（
２
）   
成
田
守「
口
寄
せ
巫
女
の
系
譜
」大
東
文
化
大
学
日
本
文
学
会 

編『
日

本
文
学
研
究
』
四
九
、二
〇
〇
七
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２
０
１
０
年
10
月
1
日
の
国
勢
調
査
を
も
と
に
し
た
外
国
籍
住

民
の
人
口
統
計
が
あ
る
。
こ
こ
に
で
て
い
る
数
字
は
本
人
の
申
請

に
よ
る
外
国
人
登
録
人
口
と
は
若
干
の
ズ
レ
が
あ
り
、
戸
口
調
査

漏
れ
も
あ
る
の
で
、
必
ず
し
も
絶
対
的
な
数
字
で
は
な
い
が
、
お

お
よ
そ
の
人
口
調
査
と
し
て
は
一
応
、
信
頼
が
で
き
る
数
字
と
み

て
よ
い
だ
ろ
う
。

ま
ず
京
都
府
全
域
で
は
外
国
籍
男
性
住
民
総
数
は
一
九
、五
二
四

人
、
女
性
は
二
二
、三
八
一
人
で
合
計
四
一
、八
五
五
人
で
あ
る
。

国
籍
別
で
み
る
と
大
阪
、
兵
庫
と
な
ら
ん
で
韓
国
・
朝
鮮
籍
者
が

首
位
で
男
性
一
一
、四
九
八
人
、
女
性
一
三
、二
八
二
人
で
あ
る
。

京
都
府
の
場
合
は
韓
国
・
朝
鮮
籍
者
の
約
60
パ
ー
セ
ン
ト
が
特
別

永
住
者
で
あ
る
が
、
そ
の
人
び
と
の
殆
ど
が
在
日
二
世
か
ら
四
世

の
世
代
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
男
女
比
率
は
日
本
人
の
そ
れ
と
ほ
ぼ

同
じ
と
考
え
て
よ
い
。
し
か
し
総
数
で
女
性
が
若
干
多
い
の
は
、

い
わ
ゆ
る
ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
で
、
単
身
で
渡
日
し
て
き
た
人
び
と
で

あ
ろ
う
と
推
察
さ
れ
る
。
こ
の
傾
向
は
ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
、
す
な
わ

ち
戦
前
の
植
民
地
支
配
を
受
け
な
か
っ
た
他
の
国
籍
の
人
び
と
の

場
合
に
も
顕
著
な
兆
候
が
み
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
中
国
籍
者
の
場

合
、
ご
く
僅
か
と
は
い
え
、
特
別
永
住
者
も
お
り
、
ま
た
い
わ
ゆ

る
「
残
留
孤
児
」、
す
な
わ
ち
中
国
か
ら
帰
国
し
て
き
た
日
本
人

女
性
で
な
ん
ら
か
の
事
情
で
日
本
国
籍
を
回
復
で
き
な
い
人
び
と

の
存
在
も
含
ま
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
ら
の
人
び
と
を

含
ん
だ
中
国
籍
者
の
場
合
の
男
女
比
は
男
性
三
、三
三
五
人
、
女

性
四
、六
八
七
人
で
あ
る
。

さ
て
他
の
ア
ジ
ア
諸
国
の
人
び
と
を
み
る
と
男
女
比
は
も
っ
と
大

き
な
差
が
で
て
い
る
。
国
籍
別
人
口
で
上
記
に
次
ぐ
第
三
位
に
あ
る

フ
ィ
リ
ピ
ン
国
籍
者
の
場
合
、
男
性
は
一
九
六
人
に
対
し
て
女
性
は

一
、六
七
一
人
で
男
女
比
は
な
ん
と
14
％
対
86
％
で
あ
る
。
こ
の
傾

向
は
他
の
ア
ジ
ア
諸
国
で
も
同
じ
よ
う
な
傾
向
を
示
し
、
タ
イ
国
籍

者
は
男
性
九
一
人
対
女
性
一
六
七
人
で
約
32
％
対
68
％
と
な
る
。
だ

が
ア
ジ
ア
で
も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
籍
者
と
ベ
ト
ナ
ム
国
籍
者
は
や
や

異
な
っ
た
傾
向
を
示
し
、
前
者
の
場
合
は
男
性
は
一
三
一
人
、
女
性

は
九
七
人
、
後
者
は
男
性
一
二
五
人
、
女
性
一
一
〇
人
と
な
る
。
こ

の
理
由
は
行
政
単
位
で
み
る
と
す
ぐ
に
わ
か
る
。
と
い
う
の
は
こ
の

二
カ
国
出
身
者
の
う
ち
、
北
・
上
京
そ
し
て
左
京
区
に
居
住
し
て
い

る
人
が
い
ず
れ
も
全
体
の
四
割
か
ら
五
割
近
く
で
あ
り
、
そ
の
大
半

は
留
学
生
や
研
究
者
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
察
で
き
る
。
逆
に
フ
ィ
リ

ピ
ン
や
タ
イ
の
場
合
、
こ
の
京
都
市
内
北
東
部
三
区
の
居
住
者
は

研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
第
三
部
長

京
都
造
形
大
学
客
員
教
授

　
　

仲
尾　

宏

外
国
籍
住
民
の

人
口
統
計
か
ら
み
る

ジ
エ
ン
ダ
ー
の
問
題
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フ
ィ
リ
ピ
ン
の
場
合
は
一
割
に
も
み
た
ず
、
タ
イ
で
も
約
三
分
の
一

程
度
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
国
の
出
身
者
の
過
半
は
府
内
・
市
内
の

他
地
域
に
居
住
す
る
有
業
の
女
性
で
あ
る
と
み
て
よ
い
。

居
住
地
域
を
京
都
市
内
に
限
定
し
な
い
で
み
て
み
る
と
も
っ
と

驚
く
べ
き
数
字
が
で
て
く
る
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
国
籍
者
の
場
合
、
府
北
部
の
福
知
山
市
で
は
男
性

六
人
に
対
し
て
女
性
は
三
九
人
、
タ
イ
国
籍
者
も
四
対
九
人
、
舞
鶴

市
で
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
籍
者
は
男
性
三
三
人
に
対
し
て
女
性
一
七
六

人
、
タ
イ
国
籍
者
は
男
性
ゼ
ロ
、
女
性
二
人
、
綾
部
市
で
は
フ
ィ
リ

ピ
ン
国
籍
者
の
男
性
二
〇
人
に
対
し
女
性
一
七
六
人
で
あ
る
。宮
津
、

京
丹
後
も
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
傾
向
で
あ
り
、
ま
た
府
南
部
の
宇
治
、

城
陽
、
八
幡
、
向
日
、
長
岡
京
で
も
女
性
の
数
が
圧
倒
的
に
多
い
。

他
方
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
出
身
者
を
み
る
と
男
性
八
九
九
人
に

対
し
て
女
性
三
四
六
人
、
イ
ギ
リ
ス
国
籍
者
は
男
性
二
〇
七
人
に

対
し
て
女
性
は
た
っ
た
の
四
五
人
と
い
う
対
比
が
現
れ
る
。
そ
の

居
住
地
域
も
前
述
の
京
都
市
内
の
北
東
部
三
区
が
圧
倒
的
に
多

い
。
欧
米
か
ら
の
留
学
生
は
さ
ほ
ど
多
く
な
い
の
で
、
英
米
出
身

者
は
家
族
づ
れ
の
知
的
な
仕
事
に
従
事
し
て
い
る
人
た
ち
か
、
ま

た
留
学
生
の
場
合
だ
と
し
て
も
男
性
の
留
学
生
が
女
性
の
そ
れ
と

比
べ
て
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
や
タ
イ
の
女
性
が
多
く
居
住
す
る
府
北
部
の
地
域

は
そ
れ
ほ
ど
製
造
業
や
大
学
な
ど
の
多
い
地
域
で
は
な
い
。
す
る

と
彼
女
た
ち
は
日
本
人
の
男
性
と
結
婚
し
た「
日
本
人
の
配
偶
者
」

で
あ
る
か
、
単
身
で
や
っ
て
き
て
飲
食
店
な
ど
で
働
く
女
性
た
ち

で
あ
ろ
う
。
ま
た
日
本
人
と
の
婚
姻
で
小
さ
な
子
ど
も
を
抱
え
て

い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
京
都
市
以
南
の
地
域
に
住
む
こ
れ
ら
の

外
国
人
女
性
た
ち
も
同
様
な
境
遇
に
あ
る
人
び
と
も
少
な
く
な
い

で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
こ
と
は
彼
・
彼
女
ら
の
年
齢
構
成
や
在
留
資
格
別
の

統
計
を
参
照
し
て
み
れ
ば
も
っ
と
こ
れ
ら
の
推
測
を
確
実
に
裏
付

け
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

な
お
、
東
海
三
県
、
群
馬
、
滋
賀
で
多
い
ブ
ラ
ジ
ル
国
籍
者
は

京
都
府
・
京
都
市
で
は
そ
れ
ら
の
地
域
と
比
べ
る
と
は
る
か
に
そ

の
比
率
は
少
な
く
、
ブ
ラ
ジ
ル
国
籍
者
は
総
数
三
〇
四
人
で
そ
の

う
ち
男
性
が
一
七
八
人
、
又
ペ
ル
ー
国
籍
者
は
総
数
一
〇
八
人
で

男
性
が
五
五
人
で
あ
る
。
ペ
ル
ー
の
人
び
と
の
場
合
は
男
女
の
バ

ラ
ン
ス
は
均
衡
し
て
い
る
が
ブ
ラ
ジ
ル
の
人
び
と
の
場
合
は
男
性

の
単
身
労
働
者
が
多
い
こ
と
を
裏
づ
け
て
い
る
。
こ
の
傾
向
は
上

記
の
他
県
で
も
同
じ
で
あ
る
。

現
在
で
は
日
本
全
国
で
二
百
万
を
こ
え
る
外
国
籍
の
人
び
と
が

生
活
し
、
ま
た
働
い
て
い
る
。
こ
の
人
た
ち
に
も
現
代
日
本
の
ジ

エ
ン
ダ
ー
状
況
が
反
映
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
か
で
き
る
の

で
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
か
ら
の
日
本
社
会
は
人
口
の
逓
減
と
超

高
齢
社
会
に
向
か
う
。
そ
し
て
そ
の
対
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
海
外

か
ら
の
移
民
受
け
入
れ
政
策
を
経
営
者
団
体
や
元
法
務
官
僚
な
ど

が
提
言
し
て
い
る
。そ
の
場
合
、こ
こ
で
み
た
よ
う
な
ジ
エ
ン
ダ
ー

状
況
を
ど
う
改
善
し
て
い
く
の
か
も
、
改
め
て
問
わ
れ
ね
ば
な
ら

な
い
。
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２
０
１
２
年
２
月
27
日
か
ら
３
月
９
日
ま
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
国
連
本
部
で
国
連
女
性
の
地
位
委
員
会
（C

om
m

ission on the 

Status of W
om

en: C
SW

）
の
第
56
会
期
が
開
催
さ
れ
た
。
私
は
、

国
連
経
済
社
会
理
事
会
で
特
別
協
議
資
格
を
持
つ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
国
際

女
性
の
地
位
協
会
」（
Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｗ
Ｒ
）
を
通
じ
て
パ
ス
を
得
、
５

年
ぶ
り
に
Ｃ
Ｓ
Ｗ
を
傍
聴
し
た
。

Ｃ
Ｓ
Ｗ
は
、
国
連
の
６
つ
あ
る
主
要
機
関
の
１
つ
、
経
済
社
会

理
事
会
の
下
の
機
能
委
員
会
と
し
て
１
９
４
６
年
６
月
21
日
の
経

済
社
会
理
事
会
決
議
11
（
Ⅱ
）
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
、
１
９
４
７

年
２
月
に
活
動
を
開
始
し
た
。
現
在
、
理
事
国
は
45
で
あ
る
。
設

立
以
来
、
Ｃ
Ｓ
Ｗ
で
は
女
性
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
関
す
る
様
々
な
問

題
が
討
議
さ
れ
て
き
た
。

な
お
、
外
務
省
で
は
Ｃ
Ｓ
Ｗ
の
訳
に
「
婦
人
の
地
位
委
員
会
」

を
当
て
、
そ
の
略
語
と
し
て
「
婦
地
委
」
を
用
い
て
い
る
。
し
か

し
、
日
本
語
の
婦
人
は
「
大
人
の
女
性
」
を
意
味
し
、
あ
ら
ゆ
る

年
代
の
女
性(w

om
en)

の
問
題
を
取
り
上
げ
る
Ｃ
Ｓ
Ｗ
の
訳
語
と

し
て
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
。
近
年
、
国
際
人
権
法
の
研
究
者
の
間

で
は
「
女
性
の
地
位
委
員
会
」
と
い
う
訳
語
が
使
わ
れ
る
。

Ｃ
Ｓ
Ｗ
今
会
期
の
優
先
テ
ー
マ
は
、
農
村
に
お
け
る
女
性
の
エ

ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
な
ど
で
あ
っ
た
。
本
会
議
と
は
別
に
、
３
月
１

日
（
木
）
の
午
後
１
時
15
分
か
ら
約
75
分
間
、
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が

中
心
と
な
っ
て
「
災
害
・
復
興
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
〜
東
日
本
大

震
災
と
津
波
」
と
い
う
サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
た
。
定
員

70
名
の
会
議
室
に
、
計
95
名
の
参
加
者
が
集
ま
っ
た
。
う
ち
23
名

は
パ
ネ
リ
ス
ト
と
ス
タ
ッ
フ
で
、
日
本
政
府
代
表
団
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、

メ
デ
ィ
ア
の
姿
も
散
見
さ
れ
た
が
、
他
に
ア
ジ
ア
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、

ア
フ
リ
カ
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
、
オ
セ
ア
ニ
ア
と
あ
ら
ゆ
る
地
域

か
ら
、
男
女
を
問
わ
ず
大
勢
の
人
々
が
参
集
し
た
。
大
震
災
か
ら

1
年
後
、
日
本
が
ど
う
い
う
状
況
に
な
っ
て
い
る
の
か
を
知
ろ
う

と
、
会
場
は
静
か
な
熱
気
で
満
た
さ
れ
て
い
た
。

定
刻
に
な
り
、
司
会
の
田
中
正
子
氏
（
日
本
女
性
監
視
機
構
。

Ｊ
Ａ
Ｗ
Ｗ
）
が
始
ま
り
を
告
げ
た
。
江
尻
美
穂
子
氏
（
国
連 

Ｎ

Ｇ
Ｏ 

国
内
婦
人
委
員
会
委
員
長
）
と
岡
島
敦
子
氏
（
内
閣
府
男
女

共
同
参
画
局
長
）
が
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
を
行
っ
た
後
、
パ
ネ
リ
ス
ト

研
究
セ
ン
タ
ー
嘱
託
研
究
員

桃
山
学
院
大
学
法
学
部
教
授

　
　

軽
部　

恵
子

自
然
災
害
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー

国
連
の
会
議
か
ら
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７
名
が
１
人
７
分
以
下
と
い
う
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
、
東
日
本

大
震
災
で
浮
か
び
上
が
っ
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
課
題
を
説
明
し
た
。

前
方
ス
ク
リ
ー
ン
に
は
、
津
波
の
被
害
、
避
難
所
生
活
、
医
療
支

援
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
写
真
が
次
々
と
映
し
出
さ
れ
る
。
参

加
者
は
皆
、
食
い
入
る
よ
う
に
画
面
を
見
つ
め
て
い
た
。
イ
ン
ド

洋
、
四
川
、
ハ
イ
チ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
、
こ
の
10
年
間

に
世
界
で
は
大
規
模
な
震
災
が
続
い
た
。
発
表
終
了
後
、
各
国
の

Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
政
府
代
表
か
ら
、
被
災
地
が
得
た
教
訓
を
共
有
し
よ
う

と
い
う
質
問
が
続
い
た
。
イ
ベ
ン
ト
は
大
成
功
だ
っ
た
が
、
傍
聴

し
て
い
た
私
も
、
世
界
中
の
人
々
が
大
震
災
後
の
日
本
に
今
も
大

き
な
関
心
を
持
ち
続
け
て
く
れ
る
こ
と
に
励
ま
さ
れ
る
思
い
だ
っ

た
。例

年
、
Ｃ
Ｓ
Ｗ
は
成
果
文
書
と
し
て
合
意
結
論(agreed 

conclusions)

を
会
期
末
に
採
択
す
る
が
、
今
年
は
参
加
国
の
意

見
が
ま
と
ま
ら
ず
、
合
意
結
論
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
一
方
、
日

本
政
府
が
提
出
し
た
決
議
案
「
自
然
災
害
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
は
、

50
の
共
同
提
案
国
を
得
て
、
会
期
末
に
採
択
さ
れ
た
。
こ
の
決
議

は
、
防
災
、
災
害
、
復
興
の
プ
ロ
セ
ス
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
を

取
り
入
れ
る
、
女
性
や
子
育
て
中
の
家
庭
の
ニ
ー
ズ
に
配
慮
し
た

支
援
を
行
う
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
防
止
す
る
、
な
ど
の
内
容

を
含
む
。
具
体
的
な
文
言
を
め
ぐ
っ
て
議
論
が
百
出
し
、
日
本
政

府
代
表
団
の
苦
労
は
並
大
抵
で
は
な
か
っ
た
と
聞
く
。
が
、
決
議

案
が
無
事
ま
と
ま
っ
た
の
は
、
武
力
紛
争
の
み
な
ら
ず
、
自
然
災

害
に
お
い
て
も
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
を
持
ち
、
支
援
と
復
興
に
あ

た
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
、
世
界
の
人
々
が
強
く
認
識
し
て
い

る
た
め
で
あ
ろ
う
。

Ｃ
Ｓ
Ｗ
の
決
議
は
法
的
な
拘
束
力
を
持
た
な
い
。
そ
の
内
容
が

実
行
さ
れ
る
に
は
、
上
部
機
関
で
あ
る
経
済
社
会
理
事
会
、
さ
ら

に
は
国
連
総
会
で
幅
広
い
支
持
を
得
る
必
要
が
あ
る
。
予
算
の
獲

得
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
２
年
後
の
第
58
会
期
に
、
国
連
事
務
総

長
が
決
議
履
行
状
況
を
Ｃ
Ｓ
Ｗ
に
報
告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

が
、
そ
れ
を
楽
し
み
に
待
ち
た
い
と
思
う
。

〈
関
連
サ
イ
ト
〉

国
連
事
務
局　

C
SW
56: C

om
m
ission on the Status of W

om
en (27 

Feruary ‒ 9  M
arch 2012) http://w

w
w
.un.org/w

om
enw
atch/

daw
/csw

/56sess.htm
#them

es

田
中
正
子(JAW

W
)

「
Ｃ
Ｓ
Ｗ
56
：
サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト
の
報
告
」

http://www.gender.go.jp/renkei/ikenkoukan/52/pdf/siryo4.pdf
外
務
省
「
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス　

第
56
回
国
連
婦
人
の
地
位
委
員
会
（
Ｃ
Ｓ

Ｗ
）
に
お
け
る
我
が
国
提
出
決
議
案
（「
自
然
災
害
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」）
の

採
択
」

http://www.m
ofa.go.jp/m

ofaj/press/release/24/3/0310_02.htm
l
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女
性
の
就
労
支
援
・
生
活
支
援
に
か
か
わ
っ
て
い
る
と
、
住
宅

問
題
に
ぶ
つ
か
る
こ
と
が
た
び
た
び
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
問
題
意

識
か
ら
、
関
東
圏
に
あ
る
女
性
の
「
保
護
」
施
設
を
訪
問
し
た
。

ま
ず
、
売
春
防
止
法
を
根
拠
と
し
て
社
会
福
祉
法
人
が
設
置
し

て
い
る
婦
人
保
護
施
設
を
訪
問
し
た
。
現
在
で
は
、
Ｄ
Ｖ
防
止
法

と
人
身
取
引
対
策
行
動
計
画
に
基
づ
い
た
保
護
も
行
わ
れ
て
い

る
。
保
護
の
根
拠
法
が
増
え
る
こ
と
に
よ
り
保
護
す
べ
き
対
象
の

範
囲
も
広
が
っ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
性
格
も
支
援
の
専
門
性
も

異
な
る
こ
と
か
ら
、支
援
に
困
難
を
伴
っ
て
い
る
様
子
で
あ
っ
た
。

現
在
、
厚
労
省
は
、
売
防
法
を
変
更
す
る
方
向
で
検
討
し
て
い
る

が
、
人
身
取
引
被
害
者
保
護
法
の
制
定
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
根
拠
法

に
基
づ
い
た
専
門
的
保
護
シ
ス
テ
ム
・
機
関
の
整
備
・
充
実
な
ど
、

婦
人
保
護
事
業
の
法
体
系
の
改
善
は
急
務
で
あ
ろ
う
。

訪
問
し
た
施
設
で
は
、
心
身
の
健
康
、
暴
力
被
害
か
ら
の
回
復
、

生
活
相
談
、
行
政
手
続
き
同
行
、
借
金
や
家
族
関
係
な
ど
諸
課
題

の
解
決
、
金
銭
管
理
、
就
労
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
っ
た
支
援
が
行

わ
れ
て
い
る
。
地
域
生
活
移
行
支
援
や
退
所
後
の
支
援
、
近
隣
住

民
た
ち
と
の
交
流
な
ど
に
重
点
が
置
か
れ
て
お
り
、
地
域
の
理
解

と
支
援
が
何
よ
り
重
要
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

続
い
て
、
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
が
社
会
生
活
に
適
応
す
る
た

め
に
必
要
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
更
生
保
護
施
設
を
訪
問
し
た
。

更
生
保
護
施
設
は
、
更
生
保
護
事
業
法
に
基
づ
い
て
更
生
保
護
法

人
が
運
営
し
て
い
る
。
全
国
１
０
４
施
設
の
う
ち
、
男
子
施
設
が

９
０
、
男
女
施
設
が
７
、
女
子
施
設
は
７
で
あ
る
。
今
回
訪
問
し

た
の
は
女
子
施
設
で
あ
る
。

女
性
入
所
者
の
傾
向
と
し
て
、薬
物
事
犯
、精
神
科
・
内
科
通
院
、

父
親
か
ら
の
虐
待
が
多
い
と
い
う
。
父
親
か
ら
の
虐
待
が
多
い
こ

と
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
婦
人
保
護
施
設
で
も
言
及
さ
れ
た
。

ア
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン
防
止
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
早
期
に
福
祉
や

医
療
機
関
、
自
助
グ
ル
ー
プ
に
つ
な
げ
て
い
る
。
心
理
ケ
ア
に
も

力
点
を
入
れ
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と
生
活
相
談
は
分
け
て
行
わ
れ

て
い
る
。
地
域
の
理
解
が
必
要
と
な
る
た
め
、
地
域
へ
の
配
慮
、

地
域
活
動
へ
の
参
加
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
ち
ら
の
施
設
で

研
究
セ
ン
タ
ー
嘱
託
研
究
員

近
畿
大
学
人
権
問
題
研
究
所
准
教
授

　
　

熊
本　

理
抄
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も
強
調
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、就
労
自
立
に
重
き
を
置
い
て
お
り
、

協
力
雇
用
主
と
し
て
地
域
の
中
で
数
社
の
企
業
と
の
連
携
も
築
い

て
い
る
。
退
所
者
の
地
域
生
活
が
定
着
す
る
た
め
の
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
と
し
て
行
わ
れ
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
で
は
、
受
刑
歴
の
こ

と
を
話
せ
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
再
犯
防
止
に
な
っ
て
い
る
と
い

う
。し
か
し
ス
テ
ッ
プ
ハ
ウ
ス
に
つ
い
て
は
、「
制
度
の
す
き
ま
に

な
っ
て
い
る
。
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
と
し
て
の
ス
テ
ッ
プ
ハ
ウ
ス
に
も

更
生
保
護
の
枠
で
補
助
が
お
り
れ
ば
」と
担
当
者
は
語
っ
て
い
た
。

担
当
者
は
、
支
援
に
あ
た
っ
て
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
が
欠
か

せ
な
い
と
い
う
。
女
性
の
場
合
、
加
害
者
で
あ
る
一
方
被
害
者
で

も
あ
る
た
め
、「
被
害
」
と
い
う
視
点
に
立
っ
た
支
援
が
必
要
で

あ
る
こ
と
、
就
労
自
立
・
経
済
的
自
立
に
お
い
て
は
性
差
の
視
点

が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
女
性
が
活
用
で
き
る
資
源
が
な
い
こ
と
、

住
宅
付
き
支
援
や
支
援
付
き
住
宅
で
は
住
宅
問
題
が
先
行
し
て
い

る
面
が
否
め
ず
、
女
性
の
場
合
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
に
立
っ
た

制
度
横
断
的
な
支
援
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
が
指
摘
さ
れ
た
。

最
後
に
、
第
2
種
社
会
福
祉
事
業
と
し
て
無
料
低
額
宿
泊
所
を

運
営
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
よ
っ
て
開
設
さ
れ
て
い
る
女
性
専
用
施

設
を
訪
問
し
た
。
こ
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
、
東
京
23
区
で
54
か
所
の

無
料
低
額
宿
泊
所
を
運
営
し
て
お
り
、
生
活
困
窮
者
は
福
祉
事
務

所
を
通
じ
て
入
居
の
手
続
き
を
経
る
。
最
近
で
は
、
若
年
層
の
増

加
が
み
ら
れ
、
他
に
は
、
高
齢
者
、
精
神
障
害
者
、
知
的
障
害
者

の
利
用
が
多
い
と
い
う
。
今
回
訪
問
し
た
施
設
は
54
か
所
中
唯
一

の
女
性
専
用
施
設
で
あ
っ
た
。
女
性
施
設
の
傾
向
と
し
て
、
各
種

障
害
者
手
帳
を
所
有
し
て
い
る
人
の
割
合
が
男
性
施
設
の
入
居
者

に
比
べ
高
め
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

今
回
訪
問
し
た
三
つ
の
施
設
は
、社
会
福
祉
法
人
、更
生
保
護
法

人
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
運
営
主
体
が
異
な
っ
て
お
り
、施
設
設
置
・
運

営
の
根
拠
法
も
異
な
っ
て
い
る
。
施
設
長
や
ス
タ
ッ
フ
の「
保
護
」

「
支
援
」
を
め
ぐ
る
理
念
や
姿
勢
、
支
援
の
内
容
や
そ
の
実
態
に

相
違
点
も
多
く
み
ら
れ
た
。
し
か
し
ど
の
施
設
も
、
長
年
の
苦
労

や
努
力
の
経
験
に
基
づ
い
た
、
地
域
と
の
信
頼
関
係
づ
く
り
に
注

力
し
て
い
た
点
は
共
通
し
て
い
た
。「
実
態
を
知
っ
て
い
る
現
場

か
ら
提
言
し
て
い
く
こ
と
が
社
会
を
変
え
て
い
く
力
に
な
る
」
と

の
施
設
長
の
言
葉
を
受
け
、
今
後
わ
た
し
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を

果
た
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
か
を
考
え
続
け
て
い
る
。

セ
ッ
ク
ス
ワ
ー
カ
ー
た
ち
の
支
援
を
し
て
い
る
同
行
者
は
、「
こ

ん
な
施
設
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
ら
…
」
と
何
度
も
言
っ
て

い
た
。
ど
の
よ
う
な
施
設
が
ど
こ
に
あ
り
、
利
用
で
き
る
人
た
ち

は
ど
の
よ
う
な
人
た
ち
な
の
か
、
退
所
後
も
含
め
て
ど
の
よ
う
な

支
援
を
受
け
ら
れ
る
の
か
、
な
ど
、
資
源
に
関
す
る
情
報
を
入
手
・

共
有
・
発
信
し
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
痛
感
す
る
。
支
援
の
現

場
や
当
事
者
の
声
に
耳
を
傾
け
、
地
域
や
分
野
を
超
え
た
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
う
。
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研
究
第
五
部
は
人
権
教
育
の
理
論
と
方
法
を
研
究
す
る
部
門

で
、
専
任
、
客
員
、
嘱
託
の
研
究
員
一
五
人
が
、
そ
の
任
に
当
た
っ

て
い
る
。
基
本
的
人
権
に
関
す
る
教
育
は
、
一
九
四
六
年
一
一
月

の
日
本
国
憲
法
発
布
以
後
、
学
校
教
育
や
社
会
教
育
で
な
さ
れ
て

き
た
が
、
具
体
的
な
人
権
問
題
に
迫
る
こ
と
は
不
十
分
で
あ
っ

た
。
一
九
五
〇
年
代
に
な
っ
て
、
部
落
解
放
運
動
の
高
揚
も
あ
っ

て
、
同
和
教
育
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
前
と
は
異
な
っ
て
部
落

問
題
を
人
権
問
題
と
し
て
と
ら
え
て
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

一
九
六
〇
年
代
に
入
る
こ
ろ
か
ら
奈
良
県
を
は
じ
め
と
し
て
各
地

で
副
読
本
づ
く
り
も
な
さ
れ
、
そ
の
中
で
い
じ
め
の
問
題
や
様
々

な
人
権
問
題
が
扱
わ
れ
て
き
た
。
一
九
七
〇
年
代
以
後
に
は
、
国

際
的
な
動
向
と
も
関
連
し
て
、
男
女
平
等
を
実
質
的
な
も
の
に
す

る
教
育
が
追
求
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
一
九
八
〇
年
代
に
は
中
等

教
育
に
お
け
る
男
女
で
異
な
る
教
育
課
程
の
是
正
が
図
ら
れ
た
。

一
九
九
〇
年
代
に
は
、
子
ど
も
の
権
利
に
関
す
る
条
約
の
批
准
も

あ
っ
て
、
子
ど
も
の
と
ら
え
方
が
問
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。「
人

権
教
育
の
た
め
の
国
連
一
〇
年
」
に
お
い
て
は
、
各
人
権
問
題
を

と
り
あ
げ
て
の
教
育
が
促
さ
れ
、
二
〇
〇
〇
年
の
「
人
権
教
育
及

び
人
権
啓
発
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
の
制
定
、
二
〇
〇
二
年
の

「
人
権
教
育
・
啓
発
に
関
す
る
基
本
計
画
」
の
策
定
に
至
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
地
域
に
あ
っ
て
は
人
権
確
立
に
向
け
て
の
運
動
が

自
治
体
を
動
か
す
一
方
、
国
連
等
国
際
的
な
取
り
組
み
と
国
内
の
運

動
が
連
動
し
国
の
政
策
に
も
影
響
し
て
、
人
権
問
題
に
関
す
る
教
育

の
推
進
に
つ
な
が
り
、
人
権
教
育
の
名
称
が
広
が
っ
た
。
人
権
教
育

は
同
和
教
育
な
ど
を
含
む
も
の
で
あ
る
が
、
多
く
の
人
権
問
題
を
扱

う
中
で
、
部
落
問
題
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
が
相
対
的
に
少
な
く
な
る

例
も
見
受
け
ら
れ
、
と
く
に
二
〇
〇
二
年
の
同
和
対
策
事
業
の
特
別

措
置
法
の
期
限
後
、
そ
の
よ
う
な
問
題
を
抱
え
る
と
こ
ろ
も
増
え
て

く
る
。
人
権
教
育
に
お
い
て
、
具
体
的
に
人
権
を
把
握
す
る
う
え
で

人
権
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
が
、
人
権
の
学
び
よ
り

も
心
が
け
の
強
調
に
傾
斜
す
る
も
の
も
見
ら
れ
る
。

研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
第
五
部
長

京
都
大
学
名
誉
教
授

　
　

上
杉　

孝
實

研
究
部
の
取
り
組
み
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今
日
の
人
権
教
育
を
と
ら
え
返
し
、
そ
の
あ
り
方
を
追
究
す
る

た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
人
権
教
育
の
歴
史
を
振
り
返
り
な
が
ら
、

そ
こ
に
働
い
て
い
る
政
策
や
法
制
度
、
実
践
や
研
究
な
ど
を
、
地

域
、国
、国
際
社
会
の
各
レ
ベ
ル
に
お
い
て
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
。

第
五
部
で
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
を
中
心
と
し
た
人
権
教
育
に

関
す
る
年
表
づ
く
り
と
そ
の
解
説
を
試
み
、
同
和
教
育
、
社
会
教

育
に
お
け
る
人
権
教
育
、ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
教
育
、複
合
差
別
と
教
育
、

障
害
者
問
題
と
教
育
、
在
日
コ
リ
ア
ン
の
教
育
、
外
国
か
ら
の
新

た
な
移
住
者
の
教
育
、
先
住
民
の
教
育
、
子
ど
も
の
問
題
、
国
際

的
な
人
権
教
育
の
動
向
、
生
涯
学
習
と
人
権
、
大
学
に
お
け
る
人

権
教
育
、
平
和
教
育
、
国
際
理
解
教
育
、
識
字
の
問
題
な
ど
を
と

り
あ
げ
て
、
各
自
研
究
を
進
め
る
と
と
も
に
、
共
同
研
究
で
そ
れ

ら
の
関
連
づ
け
を
図
っ
て
き
た
。
そ
の
過
程
で
は
、
他
の
部
門
の

研
究
者
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
人
権
教
育
と
市
民
性

教
育
、道
徳
教
育
、啓
発
な
ど
と
の
関
係
が
吟
味
の
対
象
と
な
っ
た
。

地
域
レ
ベ
ル
で
み
る
と
、
関
西
の
動
き
を
多
く
と
り
あ
げ
る
こ

と
に
な
り
、
京
都
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
そ
れ
ら
が
国
レ
ベ
ル

の
取
り
組
み
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
か
を
探
っ
た
。
地
域
の

取
り
組
み
が
各
地
に
広
が
り
、
国
レ
ベ
ル
の
も
の
に
な
っ
て
い
く

こ
と
は
、
同
和
教
育
な
ど
で
典
型
的
に
見
ら
れ
、
国
際
社
会
レ
ベ

ル
の
も
の
が
国
レ
ベ
ル
の
も
の
に
影
響
を
与
え
る
例
と
し
て
子
ど

も
の
権
利
な
ど
が
あ
る
。
近
年
は「
子
ど
も
の
権
利
条
例
」や「
子

ど
も
条
例
」を
設
け
る
自
治
体
も
徐
々
に
増
え
て
き
た
。
し
か
し
、

そ
れ
ら
の
周
知
が
ど
れ
だ
け
な
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
に
な

れ
ば
、
か
な
り
遅
れ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の

特
性
も
あ
っ
て
、
全
体
を
統
一
し
た
年
表
づ
く
り
は
困
難
で
あ
る

の
で
、分
野
別
の
年
表
に
な
る
が
、互
い
に
突
合
せ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
連
関
し
た
も
の
に
な
る
よ
う
努
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と

も
含
め
、
今
年
度
中
に
は
、
年
表
づ
く
り
の
成
果
を
ま
と
め
、
公

表
す
る
予
定
で
あ
る
。

二
〇
〇
五
年
以
後
の「
人
権
教
育
の
た
め
の
世
界
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

は
、
初
等
・
中
等
教
育
学
校
に
重
点
を
置
い
た
第
一
段
階
か
ら
、

二
〇
一
〇
年
以
後
高
等
教
育
に
お
け
る
人
権
教
育
及
び
教
師
・
教

育
者
、
公
務
員
、
法
執
行
官
、
軍
関
係
者
の
人
権
研
修
に
力
点
を

置
い
た
第
二
段
階
に
入
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
照
ら
し
て
も
、
日

本
に
お
け
る
人
権
に
つ
い
て
責
務
を
有
す
る
者
の
養
成
・
研
修
の

あ
り
よ
う
が
問
わ
れ
る
。
ま
た
、
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
と
し
て
の

人
権
教
育
の
位
置
づ
け
が
弱
い
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
懸
念
も

あ
る
。
企
業
内
で
も
、
人
権
研
修
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
が
、
そ
の
内
容
が
ど
の
よ
う
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
か
は
、
必

ず
し
も
十
分
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
に

つ
い
て
掘
り
下
げ
た
研
究
を
行
っ
て
い
く
こ
と
も
課
題
で
あ
る
。
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江
戸
時
代
に

日
本
に
招
か
れ

て
来
日
し
た
朝

鮮
国
の
使
節
団

で
あ
る
朝
鮮
通

信
使
は
五
百
名

近
い
大
使
節
団

で
あ
っ
た
。
六

隻
の
大
型
船
に

分
乗
し
、
釜
山

を
出
港
し
て
、

対
馬
、
壱
岐
、

筑
前
藍
島
、
そ
し
て
赤
間
関
（
下
関
）
か
ら
は
波
静
か
な
瀬
戸
内

海
に
入
っ
て
、上
関
、津
和
地
、下
蒲
刈
、鞆
浦
の
港
、港
を
め
ぐ
っ

て
備
前
で
は
牛
窓
の
港
で
一
泊
す
る
こ
と
が
常
例
で
あ
っ
た
。
そ

の
送
迎
、
警
備
、
接
待
は
十
万
石
以
上
の
大
名
の
場
合
は
「
自
分

馳
走
」
が
義
務
と
さ
れ
、
牛
窓
港
の
場
合
は
備
前
岡
山
藩
の
池
田

氏
の
受
け
も
ち
と
さ
れ
た
。

牛
窓
は
万
葉
集
の
歌
に
も
歌
わ
れ
て
い
る
良
港
で
、
江
戸
時
代

に
は
「
一
文
字
」
と
よ
ば
れ
る
防
波
堤
が
完
成
し
、
参
勤
交
代
の

大
名
船
を
は
じ
め
、
積
荷
を
満
載
し
て
大
坂
に
む
か
う
北
前
船
も

足
し
げ
く
寄
港
し
た
。
瀬
戸
内
市
に
合
併
さ
れ
る
以
前
は
人
口

八
千
人
を
か
ぞ
え
、
漁
業
と
観
光
の
町
で
あ
っ
た
。
現
在
も
鉄
道

や
高
速
道
路
か
ら
や
や
離
れ
た
位
置
に
あ
る
た
め
、
の
ど
か
な
雰

囲
気
が
あ
り
、
町
で
は
港
の
前
に
連
な
る
島
々
を
ふ
く
め
て
「
東

洋
の
エ
ー
ゲ
海
」
と
い
う
愛
称
で
地
域
振
興
を
は
か
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
条
件
の
た
め
、
か
つ
て
の
港
の
賑
わ
い
の
再
現
に

つ
ら
な
る
朝
鮮
通
信
使
の
事
跡
が
比
較
的
よ
く
保
存
さ
れ
、
ま
た

町
の
人
々
の
通
信
使
に
対
す
る
思
い
も
そ
れ
な
り
に
深
い
も
の
が

あ
る
よ
う
だ
。
同
町
の
中
心
部
に
あ
る
「
海
遊
文
化
館
」
は
そ
の

象
徴
で
あ
ろ
う
。

こ
の
館
の
創
立
に
力
を
注
い
だ
の
は
当
時
、
町
の
教
育
長
で

あ
っ
た
高
橋
重
夫
さ
ん
で
あ
る
。
町
の
振
興
に
は
街
の
歴
史
を
掘

り
起
こ
し
、
住
民
が
そ
の
歴
史
に
思
い
を
馳
せ
て
と
り
く
む
こ
と

が
大
切
だ
、
と
い
う
高
橋
さ
ん
の
思
い
が
町
の
当
局
者
や
住
民
を

動
か
し
、
こ
の
館
の
開
館
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
一
九
九
八
年
の
こ
と

で
あ
る
。
当
時
は
ま
だ
朝
鮮

通
信
使
の
こ
と
が
今
ほ
ど
一

般
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
な
い

時
代
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の

開
館
に
は
並
々
な
ら
ぬ
苦
労

が
あ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
そ

の
名
も
「
朝
鮮
通
信
使
資
料

館
」
と
し
て
元
の
警
察
署
の

建
物
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
て

開
館
し
た
。
当
時
は
町
の
直

営
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
そ

の
名
も
「
海
遊
文
化
館
」
と

人権の〝館〟

（岡山県）瀬戸内市牛窓町
海遊文化館

海遊館の内部展示

海遊文化館の正面（瀬戸内市牛窓）
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改
名
し
て
市
の
観
光
協
会
が
管
理
運
営
し
て
い
る
。
改
名
の
由
来

は
海
釣
り
、
レ
ジ
ャ
ー
の
た
め
に
来
る
人
々
を
も
引
き
つ
け
る
狙

い
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。

明
治
の
頃
の
面
影
を
残
す
館
の
内
部
に
入
る
と
正
面
は
牛
窓
に

現
在
も
伝
わ
っ
て
い
る
祭
り
の
「
だ
ん
じ
り
」
が
み
ご
と
な
偉
容

を
誇
っ
て
い
る
。
丁
寧
な
修
復
を
加
え
ら
れ
た
巨
大
な
「
だ
ん
じ

り
」
は
牛
窓
の
町
の
人
々
の
誇
り
を
表
し
て
い
る
よ
う
だ
。

朝
鮮
通
信
使
に
か
か
わ
る
も
の
は
、
牛
窓
に
滞
在
し
た
時
の
絵

図
、
記
録
な
ど
が
中
心
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
に
も
通
信
使
行
列

や
衣
装
の
復
元
し
た
マ
ネ
キ
ン
、
古
文
書
な
ど
の
複
製
、
年
表
な

ど
、
通
信
使
の
全
容
が
ほ
ぼ
わ
か
る
展
示
と
な
っ
て
い
て
、
は
じ

め
て
通
信
使
の
こ
と
を
知
る
人
々
に
と
っ
て
は
理
解
し
や
す
い
内

容
と
な
っ
て
い
る
。
高
橋
さ
ん

の
言
に
よ
れ
ば
、
建
物
が
指
定

文
化
財
を
展
示
す
る
に
は
制

限
が
あ
り
す
ぎ
る
の
で
、
す
べ

て
レ
プ
リ
カ
で
飾
ろ
う
、
と
決

断
し
た
と
い
う
。

だ
が
、「
本
物
」
は
町
の
各

所
に
存
在
し
て
い
る
。
通
信
使

の
一
行
の
宿
館
は
、
一
六
二
四

（
寛
永
元
）、
一
六
三
六
（
寛

永
一
三
）、
一
六
四
三
（
寛
永

二
〇
）、
一
六
五
五
（
明
暦
元
）

の
四
度
は
町
内
の
法
華
宗
本
蓮
寺
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
本
蓮
寺

に
は
い
く
つ
か
の
一
行
の
遺
墨
が
残
っ
て
お
り
、
岡
山
藩
の
儒
者

た
ち
が
夜
遅
く
ま
で
一
行
と
詩
文
の
応
酬
を
し
た
こ
と
を
し
の
ば

せ
て
い
る
。ま
た
一
七
一
九（
享
保
四
）年
の
製
述
官
申
維
翰
が『
海

游
録
』
に
記
し
た
み
ご
と
な
蘇
鉄
が
寺
の
客
殿
ま
え
に
現
存
し
て

い
る
。
歴
史
の
生
き
証
人
で
あ
ろ
う
。
本
蓮
寺
に
宿
泊
し
な
か
っ

た
年
次
は
藩
が
用
意
し
た
「
茶
屋
」
に
泊
ま
っ
た
。「
茶
屋
」
と

い
っ
て
も
一
行
の
主
だ
っ
た
人
び
と
数
百
人
を
泊
ま
ら
せ
る
の
だ

か
ら
広
壮
な
建
物
だ
っ
た
。
こ
れ
も
絵
図
面
が
残
っ
て
い
る
。
た

だ
し
そ
の
遺
構
は
現
存
し
て
い
な
い
が
、
そ
の
場
所
は
特
定
で
き

る
。
さ
ら
に
通
信
使
接
待
用
に
用
い
ら
れ
た
井
戸
で
あ
る
。
茶
屋

の
す
ぐ
近
く
に
現
存
し
、
そ
の
用
途
が
通
信
使
用
で
あ
っ
た
こ
と

人権の〝館〟

朝鮮通信使随員のマネキン

本蓮寺の三重塔（瀬戸内市牛窓）
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政
年
間
に
い
っ
た
ん
途
絶
え
て
い
た
も
の
を
歌
詞
を
覚
え
て
い

た
古
老
が
そ
れ
を
伝
え
た
、
と
い
う
。
も
し
そ
の
ゆ
か
り
が
通

信
使
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
民
衆
も
ま
た
交
流
の
担
い
手
で
あ
っ

た
わ
け
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
「
海
遊
文
化
館
」
だ
け
で

な
く
、
牛
窓
の
町
全
体
が
江
戸
時
代
の
平
和
で
友
好
的
な
交
わ

り
が
あ
っ
た
日
朝
関
係
を
示
す
場
所
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
か
ら
学

ぶ
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
。
二
〇
一
三
年
秋
に
は
「
朝
鮮
通
信
使

縁
地
連
」
の
総
会
・
行
事
・
研
究
部
会
が
当
地
で
開
催
さ
れ
る
。

　
〔
所
在
地
〕
岡
山
県
瀬
戸
内
市
牛
窓
町
三
〇
五
六

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
６
９

３
４

５
５
０
５

　
〔
開
館
時
間
・
曜
日
・
入
館
料
金
〕

　

九
時
〜
一
七
時
。
特
定
日
を
除
い
て
休
館
な
し
。

　

・  

問
合
せ
は
牛
窓
町
観
光
協
会
へ
。

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
ａ
ｘ 

０
８
６
９

３
４

５
２
５
０
（
無
料
ガ
イ
ド
あ
り
）

　
〔
参
考
文
献
〕  

辛
基
秀
・
仲
尾
宏
編
『
図
説
朝
鮮
通
信
使
の
旅
』
二
〇
〇
〇

年　

明
石
書
店

 
  

上
田
正
昭
・
辛
基
秀
・
仲
尾
宏
『
朝
鮮
通
信
使
と
そ
の
時
代
』

二
〇
〇
一
年　

明
石
書
店

 
  

仲
尾
宏
『
朝
鮮
通
信
使
―
江
戸
日
本
の
誠
信
外
交
』
二
〇
〇
七

年　

岩
波
新
書

（
研
究
第
三
部
長　

仲
尾　

宏
）

が
石
造
り
の
井
戸
枠
に
彫
り
込
ま
れ
て
い
る
。

も
う
ひ
と
つ
の
朝
鮮
通
信
使
と
の
友
好
の
遺
物
は
町
内
か
ら

や
や
ず
れ
た
場
所
に
あ
る
「
疫
神
社
」
に
伝
わ
る
「
唐
子
踊
り
」

で
あ
る
。
通
信
使
の
一
行
に
は
正
使
た
ち
の
身
の
回
り
の
世
話

役
で
あ
る
「
小
童
」
が
毎
回
数
名
随
行
し
て
い
た
。
そ
の
童
子
、

と
い
っ
て
も
一
八
歳
く
ら
い
の
青
年
た
ち
だ
が
、
彼
ら
が
旅
の

つ
れ
づ
れ
に
二
人
一
組
で
朝
鮮
王
朝
時
代
に
演
じ
ら
れ
た
舞
を

舞
っ
た
、
と
い
う
記
録
や
伝
承
が
残
り
、
さ
き
の
申
維
翰
も
そ

の
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
簡
単
な
所
作
で
、
歌
詞
の
意
味
も
よ

く
わ
か
ら
な
い
が
、
近
代
に
な
っ
て
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
邑
久

郡
志
』
下
に
引
用
さ
れ
て
い
る
文
書
で
は
江
戸
時
代
後
期
の
文

人権の〝館〟

唐子踊りの様子

通信使接待用の井戸
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　今日、人々の人権問題に対する関心や認識はどのように変化しているのでしょ
うか。同和問題に関わる一連の特別措置法が終結して十年がたち、グローバル化、
経済格差の拡大、価値観の多様化等がいわれる中、人権問題のあり方も複雑化し
ているといえるでしょう。
　「人権意識調査」は地方自治体によって定期的に行われていますが、昨年度（2011

年度）、京都府、大阪府、姫路市で実施された「人権意識調査」結果から何が見
えてきたのでしょうか。本シンポジウムでは、市民意識の動向を横断的に探り、
今なにが問題なのか、調査に関わったパネリストのそれぞれの問題意識をもとに
明らかにしていきます。
　調査結果から見えてくるものをわかりやすくお話しいただだくとともに、公開
議論からは、今日の同和問題の課題をどのように捉えたらよいのか、また、人権
教育・啓発のあり方についてなど、示唆が得られるものと思われます。皆さまの
ご参加をお待ちしています。

　◎日　　　時：2012 年 9月 14日（金）　13時 30分～ 16時 30分

　◎会　　　場：ウィングス京都（京都市中京区東洞院通六角下る東側）

　◎挨　　　拶：安藤仁介（センター所長・京都大学名誉教授）

　◎コーディネーター：野口道彦（センター研究員・大阪市立大学人権問題研究センター特任教授）

　◎パネリスト：神原文子（神戸学院大学人文学部教授）

　　　　　　　　伊藤悦子（センター研究員・京都教育大学教育学部教授）

　　　　　　　　阿久澤麻理子（センター研究員・大阪市立大学大学院創造都市研究科教授）

　◎参　加　費：無料

　◎主　　　催：公益財団法人世界人権問題研究センター

＜公益財団法人移行記念シンポジウムのご案内＞

同和問題にかかわる市民意識のいま
－自治体の調査を踏まえて－
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2012年度　人権大学講座
月日曜 種　別 時　　間 講　　座　　名 講　　師

3
7月18日
（水）

講義 13:30～15:00
動物社会から学ぶ人権
―ゴリラの研究を通して―

山極　寿一
京都大学教授

講義 15:15～16:45 国連平和に対する権利宣言 坂元　茂樹
神戸大学大学院教授

4
8月10日
（金）

講義 13:30～15:00
外国人教育の新たな試み
―京都市土曜コリア教室― 松下　佳弘

講義 15:15～16:45
在米コリアンと在日コリアンの肖像
―ロス暴動 20周年に思うこと―

髙　　賛侑
甲南大学他非常勤講師

5
9月 7日
（金）

講義 13:30～15:00
インターネット社会を生きる
―あなたのプライバシー守られていますか―

神月　紀輔
ノートルダム女子大学准教授

講義 15:15～16:45 強制失踪条約と強制失踪委員会の役割 薬師寺公夫
立命館大学大学院教授

6
9月19日
（水）

ワーク
ショップ 13:30～16:45

人権尊重を推進する効果的な会議のすすめ方
～ホワイトボードケース会議入門～

ちょんせいこ
人まちファシリテーション工房代表

7
10月 5日
（金）

講義 13:30～15:00
清盛の時代
―庶民の生活と藝能を中心に―

山路　興造
京都女子大学非常勤講師

講義 15:15～16:45
女性と災害
―ジェンダーの視点に立つ心理的支援とは？―

井上摩耶子
ウイメンズカウンセリング京都代表

8
10月12日
（金）

講義 13:30～15:00
家族責任と性別分業
―家事・育児・仕事・パートナーシップをめぐって―

斧出　節子
京都華頂大学教授

講義 15:15～16:45 平和教育と平和啓発 村上登司文
京都教育大学教授

9
10月17日
（水）

フィールド
ワーク 13:30～17:00 八幡・淀の人権ゆかりの地をたずねて

仲尾　　宏
京都造形芸術大学客員教授
本郷　浩二

京都外国語大学他非常勤講師

10
10月26日
（金）

講義 13:30～15:00
人口減少社会における社会包摂
―多様な住民が排除されないために―

安里　和晃
京都大学大学院特定准教授

講義 15:15～16:45 差別戒名 吹田　良忠
妙心寺塔頭・慧照院住職

11
10月31日
（水）

講義 13:30～15:00 全国水平社創立の思想 手島　一雄
立命館大学他非常勤講師

講義 15:15～16:45 「ちがいのちがい」からみる普遍性と個別性 松波めぐみ
センター専任研究員

12
11月 9日
（金）

講義 13:30～15:00
人権文化の創造
―人権教育・啓発の法と計画の課題―

上杉　孝實
京都大学名誉教授

講義 15:15～16:45 雨森芳洲と朝鮮通信使 上田　正昭
京都大学名誉教授

修了式 16:45～17:00 研究センター理事長　上田　正昭
※第 1回・2回は終了

開催日程　 6月19日（火）～11月 9日（金）　全 12回
時　　間　午後 1時 30分～（※受付：午後 1時～）
会　　場　ハートピア京都（中京区烏丸丸太町下ル）※ 10月17日（水）のフィールドワークを除く
受 講 料　１回 2,000円（年間 20,000円）
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　回　数　全８回
　曜　日　土曜日
　時　間　午後２時～３時３０分
　　　　　（受付は、午後１時３０分～）
　場　所　ウイングス京都
　　　　　（中京区東洞院通六角下る）
　受講料　１,０００円（１回）
　＊ 賛助会員は無料
　＊ 予約不要、当日受付

回 月日 講師 テーマ・内容

３ ７月21日
（土）

山路　興造　
センター第２部長

元京都市歴史資料館　館長

大路小路の暮らし
― 木戸と木戸番の居た時代 ―

４ ９月29日
（土）

仲尾　　宏
センター第３部長

京都造形芸術大学　客員教授

朝鮮通信使と淀・鳥羽
― 水陸歴程の地 ―

５ 10月20日
（土）

秋定　嘉和
センター嘱託研究員
池坊短期大学　名誉教授

京都東南部の生活と人権
― 港・酒・遊所 ―

６ 11月17日
（土）

馬場　まみ
センター嘱託研究員
京都華頂大学教授

服装からみる江戸時代の女性と階層

７ 12月15日
（土）

川嶋　將生
センター嘱託研究員
立命館大学衣笠総合
研究機構教授

清水寺と信仰
ー物語のなかの「弱者」

８ １月26日
（土）

上田　正昭
研究センター理事長
京都大学名誉教授

石田梅岩とこころの学問
― 京都が生んだ心学の先人 ―

※第 1回・2回は終了
お問い合わせ　（公財）世界人権問題研究センター（TEL 075-231-2600 FAX 075-231-2750）

地下鉄烏丸御池駅（5番出口）または
地下鉄四条駅・阪急烏丸駅（20番出口）下車徒歩約 5分

【2012 年度】

講座・人権ゆかりの地をたずねて 会場が
変わりました
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〈
海
外
の
人
権
紀
行
〉

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
民
主
化
と
国
民
統
合

ミ
ャ
ン
マ
ー
南
部
の
街
、
コ
ソ
ン
。
人
口
の
40
％
が
ビ
ル
マ
族
、

30
％
が
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
他
、
少
数
民
族
の
仏
教
徒
や
キ
リ
ス
ト
教
徒

な
ど
多
様
な
民
族
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
５
月
、
こ
こ
で
は
民
主
化

を
祝
う
Ｔ
シ
ャ
ツ
や
Ｃ
Ｄ
な
ど
が
売
ら
れ
、
ビ
ル
マ
族
を
含
め
ほ
と
ん

ど
の
人
々
は
民
主
化
を
歓
迎
し
て
い
る
よ
う
だ
。
民
主
化
を
進
め
て
い

る
現
タ
ン
セ
イ
ン
政
権
に
対
し
て
も
批
判
的
で
、
ア
ウ
ン
サ
ン
ス
ー

チ
ー
氏
に
対
す
る
期
待
が
大
き
い
こ
と
を
実
感
す
る
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
こ
れ
か
ら
の
課
題
の
１
つ
は
少
数
民
族
を
も
含
め
た

統
合
・
自
治
問
題
で
あ
る
。
長
期
化
し
た
ミ
ャ
ン
マ
ー
軍
と
少
数
民
族

の
対
立
を
避
け
る
た
め
、
多
く
の
人
々
が
周
辺
諸
国
に
移
動
し
た
。
タ

イ
と
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
国
境
に
位
置
す
る
ス
リ
ン
諸
島
の
モ
ッ
ケ
ン
族
も

ミ
ャ
ン
マ
ー
と
行
き
来
す
る
少
数
民
族
の
１
つ
で
あ
る
。
タ
イ
政
府
は

こ
の
土
地
を
国
立
公
園
化
し
、観
光
客
を
呼
び
寄
せ
、モ
ッ
ケ
ン
の
人
々

を
雇
用
し
、
ま
た
学
校
を
建
設
し
て
少
数
民
族
に
タ
イ
語
を
習
得
さ
せ

る
機
会
を
提
供
し
た
。
他
方
で
、
タ
イ
国
籍
は
付
与
せ
ず
、
移
動
の
自

由
を
制
限
し
て
人
々
が
バ
ン
コ
ク
な
ど
へ
出
稼
ぎ
が
で
き
な
い
よ
う
に

し
て
い
る
。
主
な
雇
用
は
漁
業
と
国
立
公
園
の
観
光
客
へ
の
対
応
な
ど

に
従
事
し
て
い
る
が
、
賃
金
は
最
低
賃
金
を
下
回
る
額
で
し
か
な
い
。

少
数
民
族
に
対
す
る
タ
イ
政
府
の
対
応
は
統
合
と
排
除
の
両
義
的
で
あ

る
が
、
こ
れ
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
境
線
沿
い
の
領
土
を
実
質
化
す
る
意
図

が
あ
る
か
の
よ
う
に
映
る
。

タ
イ
に
は
国
籍
を
持
た
な
い
者
が
数
百
万
人
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。

カ
ン
チ
ャ
ナ
ブ
リ
州
の
国
境
沿
い
の
あ
る
村
で
は
、
タ
イ
の
身
分
証
明

書
を
取
得
で
き
る
要
件
を
満
た
し
た
者
で
あ
っ
て
も
、
5
万
円
と
い
う

法
外
の
手
数
料
を
村
長
に
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
な
っ
て
い

る
。
身
分
を
持
た
な
い
人
々
が
多
く
居
住
し
て
い
る
こ
と
で
、
不
正
が

横
行
し
、
身
分
取
得
の
価
格
が
高
騰
し
て
い
る
。

ア
ウ
ン
サ
ン
ス
ー
チ
ー
氏
は
５
月
下
旬
タ
イ
を
訪
問
し
、
タ
イ
に
居

住
す
る
難
民
や
２
５
０
万
人
に
上
る
と
も
言
わ
れ
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
労

働
者
に
対
し
て
直
接
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
し
た
。
ス
ー
チ
ー
氏
は
ミ
ャ
ン

マ
ー
人
労
働
者
の
労
働
条
件
が
悪
い
こ
と
を
指
摘
し
て
タ
イ
政
府
を
批

判
し
、
近
い
将
来
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
戻
れ
る
よ
う
努
力
す
る
と
述
べ
て
い

る
。
迫
害
さ
れ
て
き
た
少
数
民
族
に
対
し
て
も
同
様
の
こ
と
を
述
べ
、

少
数
民
族
を
含
め
た
国
民
統
合
が
こ
れ
か
ら
の
課
題
で
あ
る
こ
と
を
明

確
に
示
し
て
い
る
。

少
数
民
族
は
概
し
て
民
主
化
に
賛
成
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
今
後

そ
の
ま
ま
民
主
化
に
移
行
で
き
る
か
と
い
え
ば
そ
う
は
な
ら
な
い
で
あ

ろ
う
。
少
数
民
族
、
特
に
辺
境
に
追
い
や
ら
れ
て
き
た
少
数
民
族
は
、

木
材
や
ケ
シ
の
栽
培
、
薬
物
の
取
引
な
ど
を
通
じ
て
生
活
が
支
え
ら
れ

て
い
る
。
政
権
や
ビ
ル
マ
族
に
対
す
る
敵
対
心
が
強
い
者
も
多
く
、
も

と
も
と
民
主
化
や
自
治
独
立
を
目
的
と
し
た
少
数
民
族
の
中
で
も
、
本

来
の
目
的
を
忘
れ
敵
対
心
が
先
行
し
て
い
る
人
た
ち
も
多
い
。
武
器
を

持
つ
こ
と
が
長
期
化
す
れ
ば
こ
う
し
た
行
為
が
肉
体
化
し
、
利
権
化
し

簡
単
に
は
武
器
を
手
放
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
は
経
済
開
発
ラ
ッ
シ
ュ
を
迎
え
る
。
先
進
国
は
経
済
制

裁
の
解
除
、
多
額
の
イ
ン
フ
ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
国
際
投
資
な
ど
、
多

く
の
案
件
を
も
た
ら
し
、
国
内
経
済
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

経
済
成
長
の
恩
恵
を
、
少
数
民
族
や
海
外
出
稼
ぎ
に
出
て
い
る
人
々
に

も
行
き
渡
ら
せ
る
こ
と
が
出
来
な
け
れ
ば
、
武
器
を
持
つ
少
数
民
族
、

け
し
栽
培
に
従
事
す
る
農
民
な
ど
は
生
活
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、

民
主
化
と
国
内
の
統
合
は
成
立
し
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
研
究
第
四
部
嘱
託
研
究
員　

京
都
大
学
特
定
准
教
授　

安
里　

和
晃
）



▲ ミャンマーとタイを自由に
往来することができるモッケン族の家船

▲ ミャンマー南端の街、コソン。

▲ タイで漁業に従事するミャンマー人労働者

▲ 家船の中

▲ ターク州にある難民キャンプ
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◎お問い合せ、お申込みは下記へ。

公益財団法人  世界人権問題研究センター
〒604-8221　 京都市中京区錦小路通室町西入天神山町290番地１
TEL 075-231-2600　FAX 075-231-2750
[URL]  http://www.mmjp.or.jp/jinken/[E-MAIL] jinken@kyoto.email.ne.jp

世界人権問題研究センター発行の刊行物の紹介

『人権問題研究叢書』
当研究センターが取り組む調査・研究のさらなる活性化とそ
の成果を広く国内外に発信し、人権文化の発展に寄与するこ
とを目的に創刊しました。当研究センター研究員が調査・研
究活動を通じ、人権問題を科学的に考察し論著したものです。

季刊「グローブ」（研究センター通信）
年 4回発行
当研究センターの研究活動やその他事業について
の報告や予定、研究課題、研究員の紹介、外部か
らの声などを掲載しています。

「人権歴史年表」
人権を主題として構成された年表は、ほとんど前
例がないなかで人権問題を探求し、新たな人権文
化の創造をめざす人々の学習の手引となるように
編集しました。

「研究紀要」の刊行（年 1回発行）
当センターでは、「国際的人権保障体制の研究」「同
和問題の研究」「定住外国人の人権問題の研究」「女
性の人権問題の研究」「人権教育の理論と方法の研
究」 の５部門で研究を行っており、毎年、当研究セ
ンター研究員の個人研究の成果を公表しています。

創立 10周年記念出版
「散所・声聞師・舞々の研究」
当研究センターでは、1996年から9年間にわたっ
て共同研究として「散所に関する総合的研究」に
取り組んできましたが、その成果をまとめました。

◎定価
8,610 円（税込）

◎定価
各号 1,000 円

～ 1,500 円
（5号まで税込・
第 6号から税別）

◎定価
1,890 円（税込）

◎定価　各号
2,500 円（税込）

◎定価
1,890 円（税込）

「京都人権歴史紀行」
京都に残る人権に関わる場所、事柄、そこで生き
た人々の後を訪ね、歴史を振り返るなかで、基本
的人権や自由、平等、平和の大切さと、それを実
現するためにどれほどたくさんの人々の努力が積
み重ねられてきたかを学んでいただけます。
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